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滝

澤

民

夫

は
じ
め
に

増ま
し

野の

悦よ
し

興お
き

（
一
八
六
五
～
一
九
一
一
）
晩
年
の
一
九
〇
九
～
一
九
一
一
年
の
『
日
記
』
三
冊
の
う
ち
、
本
稿
で
は
一
九
一
〇
年
の

第
廿
三
号
を
翻
刻
し
、
注
と
解
題
を
加
え
て
紹
介
を
す
る
。
逝
去
前
年
の
増
野
は
日
本
同
仁
基
督
教
会
飯
田
町
教
会
牧
師
と
し
て
、

最
後
の
静
岡
～
関
西
へ
の
伝
道
を
行
っ
た
。
病
勢
は
悪
化
す
る
が
、
こ
の
年
も
日
々
頻
繁
に
米
国
人
宣
教
師
と
書
簡
な
ど
の
や
り
取

り
を
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
と
交
流
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。
増
野
は
宣
教
師
ケ
ー
ル
ン
著
『
活
宗
教
の
要
素
』（
日
本
同
仁
基

督
教
会
、
一
九
一
〇
年
）
の
刊
行
に
も
尽
力
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
教
会
の
伝
道
姿
勢
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。

本
史
料
紹
介
は
増
野
研
究
に
関
す
る
史
料
的
補
遺
の
第
二
回
で
あ
る
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
確
認
で
き
る
人
名
に
［
補
足
］
を
加

え
、
事
項
等
に
つ
い
て
は
月
毎
に
注
釈
を
加
え
、
解
読
の
一
助
と
し
た
。
人
物
に
つ
い
て
は
、
確
認
で
き
た
場
合
に
生
年
・
没
年
を

入
れ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
日
本
同
仁
基
督
教
会
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
、
ア
ズ
バ
ン
、
ハ
ー
サ
ウ
エ
イ
、
ロ
ブ
デ
ル
、
ケ
ー
ル
ン

追
記　

﻿

二
〇
二
一
年
三
月
一
日
発
行
『
同
志
社
談
叢
』
第
四
一
号
の
史
料
紹
介
の
う
ち
、
表
題
及
び
解
題
中
の
「
日
本
基
督
教
同

仁
教
会
」
を
「
日
本
同
仁
基
督
教
会
」
に
訂
正
し
ま
す
。
誤
り
の
原
因
は
、
現
在
の
同
仁
教
会
は
「
キ
リ
ス
ト
教
同
仁
社
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一
三
〇

団
」
と
な
っ
て
お
り
、
教
会
に
調
査
で
う
か
が
う
う
ち
に
、「
基
督
教
同
仁
教
会
」
と
記
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
英
文
タ

イ
ト
ル
も
、T

he Japan Christian D
ojin Church 

をT
he Japan D

ojin Christian Church

と
訂
正
し
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
寛
恕
く
だ
さ
い
。
拙
著
『
増
野
悦
興
研
究
』
で
は
「
日
本
同
仁
基
督
教
会
」
と

表
記
し
て
い
ま
す
。

増
野
悦
興
『
懐
中
日
記
』
第
廿
三
号　
　

一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年　

四
五
歳

見
開
き
頁 

上
部
書
き
込
み　

殺
我

一
月
一
日	

雨　

終
日
閉
居　

水
平
［
三
治（

１
（

］
ヨ
リ
来
状　

水
平
、
藤
原
へ
出
状

一
月
二
日	

晴　

午
前
礼
拝
説
教
ヲ
ナ
ス
「
神
心
克
服
」  

星
野
、
秋
田
美
以
教
会
へ
出
状

一
月
三
日	

晴　

終
日
閉
居　

松
浦
［
政
泰（

２
（

］
へ
蜜
柑
ヲ
贈
ル

一
月
四
日	

雨　

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
女
塾（

３
（

聖
書
講
義　

保
羅
ノ
生
涯
及
教
訓（

（
（

ヲ
結
了
ス

一
月
五
日	

晴　

聖
書
前
夜
ト
同
断　

祈
祷
会
「
更
生
ハ
我
等
ガ
霊
性
ニ
於
テ
ノ
ミ
能
ク
ス
ベ
キ
事
ナ
リ（

（
（

」

一
月
六
日	

晴　

寒
ノ
入　

藤
原
ヨ
リ
来
状　

至
水
道
橋
税
務
署

一
月
七
日	

晴　

藤
原
、
西
尾
幸
太
郎（

（
（

、
水
平
、
ア
ズ
バ
ン（

（
（

へ
出
状　

断
髪　

水
平
ヨ
リ
来
状

一
月
八
日	

曇　

夜
雨　

訪
一
野　

逸
見
事
務
所
へ
来
訪　

弘
文
堂
、
波
多
野
［
培
根（

（
（

］
へ
出
状

一
月
九
日	

晴　

礼
拝
説
教　

ケ
ー
ル
ン（

（
（

　

鈴
木
十
郎
、
藤
原
ヨ
リ
来
状　

鈴
木
、
大
熊
、
駒
込
（
三
）
へ
出
状
、
広
文
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一
三
一

堂
ヨ
リ
「
高
貴
ナ
ル
人
格（

（1
（

」
五
部
送
越
ス

一
月
十
日	

曇　

訪
ケ
ー
ル
ン
、
三
菱
銀
行
、
水
平
、
ア
ズ
バ
ン

一
月
十
一
日	

雪　

広
文
堂
へ
出
状　

米
人
ス
ウ
ィ
ー
ト（

（1
（

飯
田
町
会
堂
へ
来
訪
、
之
ニ
新
著
ヲ
進
呈
ス

一
月
十
二
日	

曇　

夜
来
大
雪　

伊
予
野
田
村
河
村
高
輔
（
三
三
）
へ
出
状　

東
京
教
会（

（1
（

総
会
ヲ
開
キ
左
ノ
役
員
ヲ
撰
定
ス　

幹
事
（
会
計
）
岡
田
［
正
男（

（1
（

］、（
記
録
）
逸
見
、
理
事 

小
沢
、
渡
辺
、
勝
田
、
執
事 

佐
藤
、
岡
田

一
月
十
三
日	
雨　

藤
原
、
岡
田
正
男
、
広
文
堂
へ
出
状　

広
文
堂
ヨ
リ
書
籍
二
十
五
部
送
越
ス　

鈴
木
十
郎
ヨ
リ
来
状

一
月
十
四
日	

曇　

大
熊
へ
出
状　

秋
田
ヨ
リ
植
木
昨
日
死
去
ノ
電
報
来
ル　

水
平
、
亀
井
家
ヨ
リ
来
状　

秋
田
へ
発
電

一
月
十
五
日	

雪　

水
平
、
植
木
定
幹
へ
出
状　

藤
原
ヨ
リ
来
状

一
月
十
六
日	

晴　

礼
拝
説
教　

松
尾
［
音
次
郎（

（1
（

］
大
熊
、
植
木
定
幹
ヨ
リ
来
状　

ロ
ブ
デ
ル（

（1
（

、
岡
田
恒
輔（

（1
（

ヨ
リ
来
状

一
月
十
七
日	

晴　

約
束 

日
本
生
命（

（1
（

、
広
文
堂　

至
第
百
銀
行
、
広
文
堂　

ロ
ブ
デ
ル
、
中
里
へ
出
状　

谷
寅
蔵
来
訪

一
月
十
八
日	

晴　

広
文
堂
、
水
平
へ
出
状　

真
保
事
務
所
ニ
来
訪

一
月
十
九
日	

晴　

至
日
本
生
命　

駒
込
（
四
）、
平
野
、
前
本
、
竹
中マ

マ

与
三
郎（

（1
（

へ
出
状　

丁
酉
会
、
孔
子
会
、
津
和
野
小

学
同
窓
会
ヨ
リ
来
状

一
月
二
十
日	

曇　

坂
本
、
前
本
ヨ
リ
来
状

一
月
二
十
一
日	

雨　

永
見
、
小
学
同
窓
会
へ
出
状　

前
本
、
大
島
ヨ
リ
来
状　

訪
前
本

一
月
二
十
二
日	

雨　

水
平
、
新
島
［
公
義（

（1
（

］（
紀
念
は
が
き
）
ヨ
リ
来
状

一
月
二
十
三
日	

曇　

訪
佐
治
［
実
然（

（2
（

］
水
平
へ
出
状　

平
野
ヨ
リ
来
状　

礼
拝
説
教　

松
尾

一
月
二
十
四
日	

晴　

至
小
石
川
区
役
所　

維
新
志
士
遺
墨
展
覧
会
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一
三
二

一
月
二
十
五
日	

曇　

訪
宮
田　

安
部
［
磯
雄（

（2
（

］
へ
出
状

一
月
二
十
六
日	

雪　

藤
原
、
石
井
安
太
郎
ヨ
リ
来
状

一
月
二
十
七
日	

晴　

訪
ア
ズ
バ
ー
ン　

松
尾
へ
出
状　

新
島
家
ヨ
リ
紀
念
摺
物
来
ル

一
月
二
十
八
日	

晴　

訪
松
尾
寓
、
ア
ズ
バ
ー
ン　

水
平
ヨ
リ
来
状　

水
平
へ
出
状

一
月
二
十
九
日	

曇　

松
尾
ヨ
リ
来
状　

訪
ア
ズ
バ
ー
ン

一
月
三
十
日	

雨　

礼
拝
説
教　

松
尾　

鈴
木
醇
ヨ
リ
来
状　

藤
原
、
駒
込
（
五
）、
点
灯
会
社
、
自
由
堂
へ
出
状
、

一
月
三
十
一
日	
晴　

訪
ア
ズ
バ
ー
ン
、
家
主　

点
灯
会
社
、
大
工
へ
出
状

（
1
）
水み

ず

平ひ
ら

三さ
ん

治じ

（
一
八
六
二
～
一
九
四
四
）
は
前
年
の
一
九
〇
九
年
一
二
月
一
六
日
に
秋
田
教
会
牧
師
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
社
会

運
動
家
で
も
あ
っ
た
水
平
と
増
野
と
の
関
係
は
調
査
中
で
あ
る
。
増
野
の
逝
去
後
し
ば
ら
く
し
て
教
会
か
ら
離
れ
、
後
に
労
農
党

か
ら
秋
田
市
議
に
立
候
補
し
、
当
選
し
た
。

（
2
）
松
浦
政
泰
（
一
八
六
四
～
一
九
一
九
）
は
同
志
社
女
学
校
教
頭
時
代
に
大
阪
キ
リ
ス
ト
教
徒
青
年
会
の
同
志
と
し
て
、『
基
督

教
青
年
』
第
二
号
に
「
青
年
会
の
大
団
結
」
を
寄
せ
て
以
来
の
旧
友
。
新
島
襄
逝
去
後
の
一
八
九
〇
年
二
月
四
日
に
大
阪
青
年
会

館
で
開
催
さ
れ
た
「
故
新
島
襄
先
生
紀
念
演
説
会
」
で
増
野
は
司
会
を
務
め
、
松
浦
は
「
新
島
先
生
伝
道
の
精
神
」
を
演
説
し
て

い
る
（「
教
報 

演
説
」『
基
督
教
青
年
』
第
六
号
、
一
八
九
〇
年
二
月
一
四
日
）。
一
九
〇
一
年
か
ら
は
日
本
女
子
大
学
校
教
授
と

し
て
女
子
中
等
教
育
に
尽
力
し
、
増
野
も
女
子
教
育
論
で
共
鳴
し
て
い
た
。

（
3
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
教
会
（
一
九
〇
九
年
八
月
二
六
日
か
ら
日
本
同
仁
基
督
教
会
）
の
婦
女
子
救
済
施
設
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー

ム
（T

he Blackm
ar H

om
e for Girls

）
で
、増
野
は
定
期
的
に
聖
書
講
義
を
し
て
い
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

キ
ャ
サ
リ
ン
・
エ
ム
・
ア
ズ
バ
ン
『
夢
が
実
を
結
ぶ
ま
で
―
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
二
十
年
の
物
語
』（
広
瀬
文
枝
訳
、
キ
リ
ス

ト
教
同
仁
社
団
、
一
九
八
六
年
。
以
下
、『
夢
が
実
を
結
ぶ
ま
で
』）
が
あ
る
。
増
野
と
の
関
係
は
解
題
で
触
れ
る
。

（
4
）
増
野
は
「
保
羅
ノ
生
涯
及
教
訓
」
に
つ
い
て
、
パ
リ
サ
イ
主
義
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
回
心
し
た
パ
ウ
ロ
の
生
涯
に
触
れ
て
、
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一
三
三

悔
改
信
仰
を
説
く
パ
ウ
ロ
の
書
翰
と
実
践
修
養
を
説
く
ヤ
コ
ブ
の
書
翰
は
新
約
聖
書
中
の
双
璧
だ
、
と
し
て
い
た
（「
救
い
の
説 

上
・
下
」『
成
民
』
第
七
号
・
第
九
号
。「
救
済
の
本
義
」
と
改
題
し
て
『
高
貴
な
る
人
格
』
に
収
載
）。「
救
い
の
説 

上
・
下
」

に
つ
い
て
は
『
増
野
悦
興
研
究
』
第
八
章
第
二
節
に
記
し
た
。

（
5
）「
更
生
と
霊
性
」
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
「
救
い
の
説 

上
・
下
」
に
お
い
て
、
人
は
「
真
面
目
に
心
霊
上
道
徳
上
の
問
題
を
考

へ
て
日
を
送
り
、
徳
を
修
め
道
を
励
み
我
が
身
の
改
善
進
歩
を
企
図
す
る
に
至
る
」
が
、
永
久
の
改
進
が
更
生
で
あ
り
、
そ
れ
は

歳
月
を
経
て
行
わ
れ
る
と
述
べ
て
い
た
（『
増
野
悦
興
研
究
』
三
七
五
頁
）。

（
6
）
西
尾
幸
太
郎
（
一
八
六
八
～
一
九
四
二
）
は
当
時
組
合
教
会
の
平
安
教
会
牧
師
で
、『
日
本
組
合
教
会
便
覧
』
の
編
集
担
当
者
だ
っ

た
。
妻
は
増
野
咲
子
の
妹
テ
ル
で
、
京
都
の
自
宅
に
は
咲
子
と
長
男
肇
が
寄
寓
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
西
尾
も
波
乱
に
満
ち
た
生

涯
を
送
る
。
実
弟
西
尾
寿
造
は
陸
軍
大
将
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
後
巣
鴨
拘
置
所
に
収
監
さ
れ
た
。

（
7
）
ア
ズ
バ
ン
（M

iss Catherine M
. O

sborn,

一
八
五
九
～
一
九
二
五
）
は
イ
リ
ノ
イ
州
ワ
ー
レ
ン
に
生
ま
れ
、
シ
カ
ゴ
大
学
を

卒
業
後
、
一
八
九
五
年
に
三
五
歳
で
日
本
に
着
任
し
た
。
翌
九
六
年
に
婦
女
子
救
済
施
設
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
を
設
立
し
、
そ

の
後
二
七
年
間
に
わ
た
っ
て
米
国
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
教
会
員
と
し
て
婦
女
子
救
済
に
尽
力
し
た
。
増
野
と
の
関
係
は
解
題
で
触

れ
る
。

（
8
）
波
多
野
培
根
（
一
八
六
八
～
一
九
四
五
）
は
増
野
悦
興
の
従
弟
で
三
歳
年
下
。
増
野
に
誘
わ
れ
て
同
志
社
英
学
校
に
学
ん
だ
。

漢
学
者
の
父
波
多
野
達
枝
の
弟
が
増
野
の
父
増
野
貞
吉
で
あ
る
。
刎
頸
の
友
で
も
あ
り
、
波
多
野
が
同
志
社
普
通
学
校
教
頭
を
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
晩
年
の
増
野
は
京
都
に
暮
ら
す
妻
子
の
こ
と
や
父
の
養
育
費
の
こ
と
も
含
め
、
家
庭
内
の
こ
と
を
相
談
し

て
い
た
。

（
9
）
ケ
ー
ル
ン
（Gideon.Isaac.K

eirn,

一
八
五
四
～
一
九
二
二
）
は
ケ
ー
ト
牧
師
没
後
に
再
来
日
し
、
日
本
同
仁
基
督
教
会
を
増

野
と
と
も
に
支
え
た
。
こ
の
年
三
月
、
増
野
自
ら
校
正
も
し
て
ケ
ー
ル
ン
著
『
将
来
日
本
の
宗
教
』
を
、
な
ぜ
か
伝
道
先
の
大
阪

の
黒
田
活
版
所
で
印
刷
し
、
内
務
省
に
出
版
届
を
提
出
し
て
い
る
（
三
月
二
十
二
日
）。
増
野
が
訳
し
た
可
能
性
が
高
い
。
日
本

同
仁
基
督
教
会
と
ケ
ー
ル
ン
の
履
歴
と
増
野
と
の
関
係
は
解
題
で
触
れ
る
。

（
10
）『
高
貴
な
る
人
格
』
は
こ
の
年
頭
に
広
文
堂
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
一
月
一
一
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
広
告
「
高
貴
な
る

人
格
」
に
は
、「
成
民
会
長 

増
野
悦
興
先
生
著　

新
形
函
入
美
本 

金
七
十
銭 
送
料
八
銭
」
と
あ
る
。
晩
年
主
催
し
た
「
宗
教
道
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徳
的
修
養
機
関
」
成
民
会
の
機
関
紙
『
成
民
』
と
『
丁
酉
倫
理
講
演
集
』
の
講
演
録
・
寄
稿
な
ど
を
編
集
し
た
増
野
の
キ
リ
ス
ト

教
思
想
の
集
大
成
で
あ
る
。
詳
細
は
『
増
野
悦
興
研
究
』
第
九
章
第
一
節
に
記
し
た
。

（
11
）
ス
ウ
ィ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
不
詳
で
あ
る
。
な
お
、『
懐
中
日
記
』
第
廿
二
号
に
あ
る
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）

年
六
月
五
日
の
リ
ー
ド
は
、
一
九
〇
二
年
頃
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
伝
道
活
動
中
、
日
本
で
の
休
暇
中
に
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
を
訪

れ
た
米
国
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
教
会
宣
教
師
ミ
ス
・
ア
ナ
ベ
ル
・
リ
ー
ド
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（『
夢
が
実
を
結
ぶ
ま
で
』

一
〇
六
頁
）。

（
12
）
東
京
教
会
は
本
部
の
あ
る
飯
田
町
教
会
と
九
段
坂
下
の
教
会
（
中
央
会
堂
）
が
あ
っ
た
。
ア
ズ
バ
ン
著
『
夢
が
実
を
結
ぶ
ま
で
』

を
訳
し
た
ホ
ー
ム
の
卒
業
生
広
瀬
文
枝
は
、「
九
段
坂
下
に
あ
っ
た
小
ぢ
ん
ま
り
し
た
教
会
は
入
り
口
を
入
っ
た
小
さ
い
ホ
ー
ル

の
壁
側
に
鳩
山
一
郎
と
書
か
れ
た
名
札
を
筆
頭
に
信
者
の
名
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
」（「
先
生
の
思
い
出
」[

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー

ム
編
『
ハ
サ
ウ
ェ
ー
先
生
の
思
い
出
』
キ
リ
ス
ト
教
同
仁
社
団
、
一
九
八
五
年
、
七
～
八
頁]

）
と
記
し
て
い
る
。

（
13
）
人
物
は
不
詳
だ
が
、
教
会
会
計
の
岡
田
正
男
は
頻
繁
に
日
記
に
出
て
く
る
。

（
14
）
松
尾
音
次
郎
（
一
八
六
五
～
不
詳
）
は
同
志
社
予
備
校
発
起
人
活
動
以
来
の
同
期
生
だ
が
、
こ
れ
以
前
か
ら
教
会
員
と
な
り
、

増
野
の
説
教
の
代
理
を
務
め
る
な
ど
し
て
い
る
。

（
15
）
ロ
ブ
デ
ル
（Lobdell, N

elson L,

一
八
七
六
～
一
九
六
四
）
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
オ
ン
タ
リ
オ
郡
ビ
ク
タ
ー
村
近
く
の
農
場
に

生
ま
れ
た
。
高
校
卒
業
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
高
校
で
副
校
長
を
務
め
、
一
九
〇
五
年
に
タ
フ
ツ
神
学
校
を
終
え
て
牧
師
に
任

命
さ
れ
た
（Russell M

iller “T
he Larger H

ope, T
he Second Century of the U

niversalist Church in A
m

erica 
1870–1970,” p. 440

）。
一
九
〇
六
年
に
来
日
し
翌
年
妻
を
迎
え
る
た
め
に
米
国
に
戻
り
、
そ
の
後
、
夫
妻
で
静
岡
教
会
に
赴
任

し
て
い
る
。
一
九
一
〇
年
五
月
に
は
娘
が
誕
生
し
て
い
る
（『
夢
が
実
を
結
ぶ
ま
で
』
一
八
五
頁
）。
増
野
と
の
関
係
は
解
題
で
触

れ
る
。

（
16
）
岡
田
恒
輔
（
一
八
八
三
～
一
九
六
〇
）
は
川
越
中
学
校
第
一
回
卒
業
生
で
、
同
校
第
七
代
校
長
と
な
る
。
一
九
二
〇
年
一
〇
月

一
八
日
、
増
野
の
一
〇
年
忌
に
遺
稿
集
『
筆
華
舌
英
』
を
自
費
出
版
し
て
、
全
国
の
公
立
図
書
館
に
配
っ
た
。
卒
業
生
と
し
て
は

退
職
後
の
増
野
を
最
も
慕
い
、
第
一
高
等
学
校
・
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
学
ぶ
な
か
で
、
し
ば
し
ば
自
宅
を
訪
ね
、
往

復
書
簡
も
多
数
交
換
し
て
い
る
。
岡
田
の
遺
品
が
見
つ
か
れ
ば
増
野
の
書
簡
も
発
見
さ
れ
る
の
だ
が
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
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（
17
）
増
野
は
前
年
の
一
九
〇
九
年
に
仁
寿
生
命
（
月
八
七
銭
）
に
一
月
～
四
月
ま
で
、
日
本
生
命
（
一
回
二
円
八
〇
銭
）
に
三
・
六
・

九
月
の
三
回
、
翌
一
九
一
〇
年
に
は
四
・
六
・
一
〇
・
一
二
月
の
四
回
生
命
保
険
料
を
か
け
て
い
る
。
こ
れ
は
月
九
一
銭
と
な
る
。

仁
寿
生
命
保
険
か
ら
日
本
生
命
保
険
に
切
り
替
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
死
去
し
た
場
合
の
債
務
返
済
と
長
男
肇
の
養
育
費
が
目
的

だ
っ
た
。
一
九
一
一
年
一
〇
月
の
死
去
に
際
し
、
日
本
生
命
会
社
尋
常
終
身
保
険
金
五
二
八
円
を
甥
増
野
公
平
が
受
け
取
っ
て
い

る
。
そ
の
配
分
を
妻
増
野
咲
子
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
た
の
が
安
部
磯
雄
で
あ
る
。
詳
細
は
『
増
野
悦
興
研
究
』
第
九
章
第
二
・
第

三
節
に
記
し
た
。

（
18
）
竹
越
与
三
郎
（
一
八
六
五 

～
一
九
五
〇
）
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
19
）
新
島
公
義
（
一
八
六
〇
～
一
九
二
四
）
は
新
島
襄
の
弟
双
六
の
養
子
で
、
同
志
社
を
退
職
後
は
、
東
京
で
暮
ら
し
た
（
聞
き
手

河
野
仁
昭
「
新
島
得
夫
氏
（
社
友
）
に
聞
く
―
父
公
義
と
新
島
家
」『
同
志
社
時
報
』
第
七
五
号
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
）。
増
野

と
は
親
し
く
、同
志
社
英
学
校
を
退
学
し
て
日
向
伝
道
を
行
っ
て
い
た
増
野
が
一
八
八
七
年
に
新
島
に
送
っ
た
写
真
を
新
島
が「
友

人
増
野
悦
興
君
所
贈
」
と
裏
書
き
し
て
書
斎
に
掲
げ
て
い
た
と
増
野
に
伝
え
て
い
る
（「
先
生
永
眠
後
第
二
十
日
」『
基
督
教
青
年
』

第
六
号
、
一
八
九
〇
年
二
月
一
四
日
）。
東
京
に
出
て
か
ら
も
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
20
）
佐
治
実
然
（
一
八
五
六
～
一
九
二
〇
）
は
浄
土
真
宗
の
僧
侶
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
り
、
日
本
ゆ
に
て
り
あ
ん
弘
道
会
長
と

し
て
「
仏
教
的
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
」
と
も
称
さ
れ
た
。
晩
年
、孔
子
教
会
員
と
し
て
「
儒
教
的
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
」
的
立
場
を
と
っ

た
増
野
に
、
人
間
的
な
信
愛
を
示
し
て
、
生
活
苦
の
増
野
に
執
筆
の
場
を
提
供
し
た
。

（
21
）
安
部
磯
雄
（
一
八
六
五
～
一
九
四
九
）
は
増
野
と
同
年
生
ま
れ
で
、
同
志
社
英
学
校
で
は
一
級
上
だ
が
、
と
も
に
同
志
社
を
退

学
し
て
い
る
。
前
年
一
九
〇
九
年
の
『
懐
中
日
記
』
第
廿
三
号
に
最
も
多
く
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、
岸
本
能
武
太
と
と
も
に
財

政
（
負
債
）
整
理
か
ら
、
翌
年
の
葬
儀
ま
で
、
献
身
的
に
増
野
一
家
を
支
え
た
。
詳
細
は
『
増
野
悦
興
研
究
』
第
九
章
第
二
節
に

記
し
た
。

二
月
一
日	

晴　

家
主
来
訪　

水
平
、
藤
原
ヨ
リ
来
状

二
月
二
日	

晴　

約
束 

都
屋　

大
工
、
ロ
ブ
デ
ル
へ
出
状　

至
都
屋
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二
月
三
日	

晴　

朝
硯
氷
ル　

駒
込
（
三（

１
（

）
へ
出
状　

大
工
来
ル　

小
泉
来
訪

二
月
四
日	

晴　

大
熊
来
訪　

隣
ノ
家
へ
移
転
ス

二
月
五
日	

曇　

断
髪
ス　

小
泉
来
訪　

平
岡
埼
玉
県
ニ
行
ク

二
月
六
日	

晴　

礼
拝
説
教　

ケ
ー
ル
ン　

訪
ア
ズ
バ
ー
ン

二
月
七
日	

晴　

岡
田
正
男
へ
出
状　

訪
堀
江
、
ケ
ー
ル
ン

二
月
八
日	

晴　

夕
雨　

ロ
ブ
デ
ル
ヨ
リ
来
状　

午
前
十
一
時
新
橋
発（

２
（

午
后
五
時
半
静
岡
着（

３
（

機
陽
館
ニ
投
ズ

二
月
九
日	
晴　

駒
込
へ
出
状　

訪
ロ
ブ
デ
ル
、
伊
藤　

石
井
、
田
中
、
ロ
ブ
デ
ル
ニ
伴
ハ
レ
江
尻
ニ
行
ク

二
月
十
日	

晴　

昼
食
後
機
陽
館
ヲ
引
払
ヒ
馬
場
町
山
名
方
ニ
移
転
ス　

駒
込
（
三
、
五
）、
松
浦
、
鈴
木
直
風
へ
出
状　

伊
藤
来
訪

二
月
十
一
日	

晴　

平
岡
、
山
﨑
、
水
平
、
北
文
館
へ
出
状　

ロ
ブ
デ
ル
来
訪

二
月
十
二
日	

晴　

訪
ロ
ブ
デ
ル
、
伊
藤　

井
上
医
学
士
ヲ
訪
ヒ
診
察
ヲ
受
ク

二
月
十
三
日	

晴　

午
前
教
会
ニ
出
席
ス　

ロ
ブ
デ
ル
説
教　

山
﨑
、
安
部
、
藤
原
ヨ
リ
来
状　

ケ
ー
ル
ン
、
平
岡
（
五
、）

へ
出
状

二
月
十
四
日	

晴　

安
部
、
藤
原
、
野
中
、
津
和
野
社
へ
出
状　

津
和
野
社
、
丁
酉
会
ヨ
リ
来
状　

斎
藤
来
訪　

訪
波
多
野

二
月
十
五
日	

晴　

平
岡
、
藤
原
ヨ
リ
来
状　

井
上
病
院
ニ
至
ル　

訪
伊
藤
宅

二
月
十
六
日	

曇　

訪
ロ
ブ
デ
ル
宅　

伊
藤
、
藤
井
来
訪　

藤
原
、
小
沢
へ
出
状

二
月
十
七
日	

雨　

訪
ロ
ブ
デ
ル　

至
静
岡
銀
行　

斎
藤
来
訪

二
月
十
八
日	

晴　

訪
伊
藤
、
石
井　

井
上
病
院
ニ
至
ル　

野
中
ヨ
リ
小
包
来
ル　

山
本
（
書
留
）、
平
岡
（
一
、
三
）
へ
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出
状　

岡
田
正
男
へ
出
状

二
月
十
九
日	

晴　

伊
藤
来
訪　

伊
藤
、
ロ
ブ
デ
ル
ト
長
谷
川
歯
科
医
ヲ
訪
フ　

安
部
ヨ
リ
来
状　

駒
込
（
五
）
へ
出
状

二
月
二
十
日	

晴　

教
会
礼
拝
ニ
テ
説
教　

神
ヲ
知
ル
ノ
道（

（
（

　

会
衆
十
八
人　

山
本
ヨ
リ
来
状　

ア
ズ
バ
ン
、野
中（
一
、九
）

へ
出
状

二
月
二
十
一
日	
晴　

三
宅
龍
太
郎
ヨ
リ
来
状　

三
宅
へ
出
状　

訪
ロ
ブ
デ
ル
、
製
茶
会
社　

至
静
岡
銀
行

二
月
二
十
二
日	
晴　

ケ
ー
ル
ン
氏
昨
夜
来
静
、
氏
ヲ
ロ
ブ
デ
ル
氏
宅
ニ
訪
フ　

四
時
半
ケ
ー
ル
ン
氏
ノ
帰
京
ヲ
送
リ
テ
停
車

場
ニ
至
ル　

野
中
ヨ
リ
来
状　

宮
田
へ
出
状
（
二
、）　

至
富
士
製
茶
会
社

二
月
二
十
三
日	

曇　

藤
原
、
波
多
野
、
安
部
（
書
）、
松
尾
、
松
浦
、
水
平
へ
出
状　

ロ
ブ
デ
ル
、
加
藤
テ
イ
来
訪

二
月
二
十
四
日	

晴　

笠
間
ハ
ル
、
斎
藤
来
訪
、
三
宅
、
藤
原
ヨ
リ
来
状

二
月
二
十
五
日	

曇　

約
束 

正
午
十
二
時
ロ
ブ
デ
ル
午
飯　

伊
藤
、
西
岡
、
堀
ト
共
ニ
ロ
ブ
デ
ル
ニ
招
カ
レ
昼
食
ス　

北
文
館
、

松
尾
ヨ
リ
来
状　

三
宅
、
藤
原
、
松
尾
へ
出
状

二
月
二
十
六
日	

雨　

安
部
、
亀
井
家
、
同
志
社
校
友
会
ヨ
リ
来
状　

亀
井
家
、
校
友
会
、
駒
込
（
五
）、
北
文
館
（
、
四
二
）

へ
出
状　

斎
藤
来
訪

二
月
二
十
七
日	

雨　

教
会
礼
拝
ニ
テ
説
教　

真
理
ト
自
由（

（
（

　

伊
藤
来
訪　

水
平
、
松
尾
、
大
熊
ヨ
リ
来
状

二
月
二
十
八
日	

曇　

約
束 

新
聞
取
次
所　

訪
ロ
ブ
デ
ル　

至
新
聞
取
次
所
、
銀
行　

日
景
［
、］
本
間
、
平
岡
へ
出
状

（
1
）「
駒
込
（
三
）」
は
高
利
貸
返
済
金
三
円
の
こ
と
で
あ
る
。
高
利
貸
へ
の
負
債
整
理
に
つ
い
て
は
解
題
で
触
れ
る
。

（
2
）
二
月
八
日
か
ら
四
月
五
日
ま
で
五
七
日
間
の
静
岡
・
名
古
屋
・
京
都
・
大
阪
へ
の
伝
道
が
最
後
の
地
方
で
の
布
教
活
動
と
な
っ

た
。
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（
3
）
静
岡
教
会
で
は
ロ
ブ
デ
ル
夫
妻
が
地
道
な
活
動
を
し
て
い
た
。
同
教
会
に
つ
い
て
は
調
査
中
で
あ
る
。

（
4
）「
神
ヲ
知
ル
ノ
道
」
に
つ
い
て
晩
年
の
増
野
は
、「
道
徳
的
心
情
ヲ
有
シ
基
督
言
行
ノ
真
価
値
ヲ
理
解
ス
ル
者
ガ
進
ン
デ
霊
ナ
ル

神
ヲ
認
識
ス
ル
ニ
至
ル
ハ
唯
一
歩
ノ
ミ
」（「
霊
ナ
ル
神
ノ
認
識
」『
四
十
年
春 

秋
田
伝
道
』
説
教
草
稿
：
木
村
滋
子
蔵
増
野
悦
興

文
書
［
仮
目
録
］
Ｐ
－
２
）
と
記
し
て
い
る
。

（
5
）「
真
理
ト
自
由
」
に
つ
い
て
晩
年
の
増
野
は
、「
神
ノ
言
葉
即
チ
真
理
ハ
決
シ
テ
聖
書
ノ
中
ノ
ミ
ニ
限
ラ
ズ
」、「
宜
シ
ク
経
典
ヲ

学
ブ
ベ
シ
、
而
シ
テ
之
ヲ
楽
ム
ノ
域
ニ
進
ム
ベ
シ
」
と
し
て
、「
今
生
マ
レ
シ
嬰
児
ノ
乳
ヲ
慕
フ
如
ク
汝
等
心
ヲ
養
フ
真
ノ
乳
ヲ

慕
フ
べ
シ
」（
ペ
テ
ロ
の
第
一
の
手
紙
二
章
2
）
に
触
れ
て
、「
神
ニ
対
シ
テ
ハ
赤
子
ノ
慈
母
ニ
於
ケ
ル
ガ
如
ク
真
理
ニ
対
シ
テ
ハ

其
ノ
母
乳
ニ
於
ケ
ル
ガ
如
ク
ナ
ル
ベ
キ
ナ
リ
」（「
真
理
ト
自
由
」『
聖
書
講
義
』
草
稿
：
木
村
滋
子
蔵
増
野
悦
興
文
書
［
仮
目
録
］

Ｎ
－
１
）
と
記
し
て
い
る
。

三
月
一
日	

晴　

奨
学
会
ヨ
リ
来
状　

水
平
、
松
浦
へ
出
状　

午
前
十
時
静
岡
ヲ
発
ス
、
伊
藤
［
、］
斎
藤
送
ル　

午
後

三
時
四
十
分
名
古
屋
着（

１
（

志
那
忠
支
店
ニ
投
ズ　

夜
藤
原
来
訪

三
月
二
日	

雨　

訪
長
野
、
藤
原　

長
野
へ
出
状

三
月
三
日	

晴　

午
前
八
時
十
四
分
名
古
屋
ヲ
発
ス　

藤
原
送
ル　

午
後
一
時
半
京
都
着（

２
（

　

波
多
野
方
ニ
至
ル

三
月
四
日　

曇　

雪　

午
前
十
一
時
京
都
発
午
后
一
時
前
大
坂マ

マ

着（
３
（

、
小
西
旅
館
ニ
テ
昼
食
、
江
戸
堀
北
通
一
丁
目
九
四
飯
田
旅

館
ニ
投
宿
ス

三
月
五
日　

曇　

雪　

世
界
社
、
宇
佐
美
ヲ
訪
ヒ
、
天
満
黒
田
活
版
所（

（
（

ニ
至
ル　

波
多
野
、
ケ
ー
ル
ン
、
駒
込
（
一
、
五
）［
、］

山
﨑
へ
出
状

三
月
六
日	

曇　

雪　

鈴
木
直
風
（
書
留
）、
平
岡
、
ロ
ブ
デ
ル
、
北
文
館
へ
出
状　

午
前
及
夕
大
坂マ

マ

教
会
ニ
至
ル

三
月
七
日	

曇　

外
出
セ
ズ
原
稿
ノ
整
理
ニ
従
事
ス
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一
三
九

三
月
八
日	

晴　

堺
ニ
鈴
木
宅
ヲ
訪
ヒ
、
浜
寺
公
園
ニ
遊
ビ
テ
帰
ル　

水
平
ヨ
リ
来
状　

夕
大
坂マ

マ

教
会
ニ
至
ル

三
月
九
日	

曇　

鈴
木
直
風
、
ケ
ー
ル
ン
ヨ
リ
来
状　

水
平
、
駒
込
（
ニ
、
五
）、
第
百
銀
行
へ
出
状　

至
黒
田
活
版
所　

夕
大
坂マ

マ

教
会
ニ
至
ル

三
月
十
日	

晴　

ケ
ー
ル
ン
、
松
浦
、
藤
原
へ
出
状　

鈴
木
壽
一
ヨ
リ
来
状

三
月
十
一
日	
晴　

断
髪　

奨
学
会
、
第
百
銀
行
ヨ
リ
来
状　

奨
学
会
、
ア
ズ
バ
ン
へ
出
状　

夕
大
坂マ

マ

教
会
祈
祷
会
ニ
列
ス

三
月
十
二
日	
曇　

至
山
口
銀
行
、
黒
田
活
版
所　

午
后
宝
塚
ニ
至　

大
阪
郵
便
局
へ
出
状

三
月
十
三
日	

晴　

亀
井
家
ヨ
リ
来
状　

午
前
及
夕
大
坂マ

マ

教
会
ニ
至
ル

三
月
十
四
日	

晴　

至
黒
田
活
版
所　

神
戸
ニ
行
ク　

ケ
ー
ル
ン
ヨ
リ
小
包
、
丁
酉
会
、
北
沢
秋
野
ヨ
リ
手
紙
来
ル

三
月
十
五
日	

雨　

北
沢
、
坂
本
直
三
郎
、
黒
田
活
版
所
へ
出
状　

訪
宮
川

三
月
十
六
日	

雨　

至
活
版
所　

坂
本
来
訪　

ケ
ー
ル
ン
へ
出
状　

ケ
ー
ル
ン
、
ロ
ブ
デ
ル
、
松
浦
ヨ
リ
来
状

三
月
十
七
日	

晴　

ケ
ー
ル
ン
、
ロ
ブ
デ
ル
へ
出
状　
「
日
本
将
来
の
宗
教（

（
（

」
ノ
校
正
ヲ
ナ
ス　

西
尾
ヨ
リ
来
状

三
月
十
八
日	

晴　

午
后
住
吉
公
園
ニ
散
歩
ス　

津
和
野
社
ヨ
リ
来
状

三
月
十
九
日	

雨　

至
黒
田
活
版
所　

ケ
ー
ル
ン
ヨ
リ
来
状　

ケ
ー
ル
ン
、
平
岡
（
四
、
三
六
）、
駒
込
（
五
、）
へ
出
状

三
月
二
十
日	

晴　

午
前
九
時
半
発
京
都
ニ
至
リ
波
多
野
ニ
泊
ル

三
月
二
十
一
日	

曇　

訪
礒
江

三
月
二
十
二
日	

雨　

午
后
〇
時
半
京
都
発
大
阪
ニ
帰
ル　

水
平
、
藤
原
ヨ
リ
来
状　

内
務
省
へ
「
将
来
日
本
の
宗
教
」
出
版

届
及
ビ
納
本
出
ス

三
月
二
十
三
日	

曇　

岸
田
蒔
夫
ヨ
リ
来
状　

岸
田
、
ケ
ー
ル
ン
、
黒
田
活
版
所
、
前
本
（
六
、）、
波
多
野
、
水
平
へ
出
状　
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一
四
〇

訪
基
督
教
世
界
社

三
月
二
十
四
日	

晴　

宮
田
ヨ
リ
来
状　

至
築
港　

坂
本
来
訪

三
月
二
十
五
日	

晴　

訪
栗
山　

宮
田
（
二
、）、
長
野
へ
出
状　

孔
子
教
会
ヨ
リ
来
状

三
月
二
十
六
日	

雨　

前
本
ヨ
リ
来
状　

安
部
（
書
留
）、
黒
田
印
刷
所
へ
出
状

三
月
二
十
七
日	

晴　

ケ
ー
ル
ン
、
長
野
、
前
本
ヨ
リ
来
状　

至
大
阪
教
会　

ケ
ー
ル
ン
へ
出
状

三
月
二
十
八
日	

雨　

伊
藤
、
藤
原
へ
出
状　

午
后
御
影
加
藤
宅
ニ
神
学
会
ニ
会
ス

三
月
二
十
九
日	
雨　

駒
込
（
三
、
五
）、
松
浦
、
波
多
野
へ
出
状

三
月
三
十
日	

雨　

至
黒
田
印
刷
所

三
月
三
十
一
日	

曇　

黒
田
印
刷
所
、
ケ
ー
ル
ン
（
原
稿
）
へ
出
状　

阪マ
マ

本
来
訪　

ア
ズ
バ
ン
ヨ
リ
来
状　

ア
ズ
バ
ン
へ
出
状

（
1
）
名
古
屋
教
会
で
は
、
か
つ
て
赤
司
繁
太
郎
が
牧
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
た
だ
、
増
野
と
赤
司
と
の
交
流
を
知
る
資
料
は
現

時
点
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
2
）
京
都
の
長
者
町
室
町
西
入
に
は
妻
子
が
身
を
寄
せ
て
い
た
平
安
教
会
牧
師
西
尾
幸
太
郎
宅
が
あ
っ
た
が
、
前
年
も
こ
の
年
も
立

ち
寄
っ
た
記
載
は
な
く
波
多
野
培
根
宅
に
厄
介
に
な
っ
て
い
る
。
長
男
肇
へ
の
肺
病
罹
患
を
避
け
た
妻
咲
子
は
、
一
九
〇
九
年
三

月
三
〇
日
か
ら
一
二
年
一
二
月
二
六
日
ま
で
京
都
市
立
高
等
女
学
校
助
教
諭
心
得
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
、
息
子
を
養
育
し
て
い

る
。
詳
細
は
『
増
野
悦
興
研
究
』
第
九
章
補
論
（
３
）
に
記
し
た
。

（
3
）
大
阪
で
は
大
阪
教
会
で
の
伝
道
を
行
い
な
が
ら
、
病
身
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
九
日
間
も
滞
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
理
由
は
分
か

ら
な
い
が
天
満
の
黒
田
活
版
所
か
ら
ケ
ー
ル
ン
著
『
日
本
将
来
の
宗
教
』
を
印
刷
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
三
月
一
七
日
に
は

印
刷
稿
の
校
正
も
し
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
道
の
記
録
は
こ
の
年
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。

（
4
）
黒
田
活
版
所
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
不
詳
で
あ
る
。

（
5
）
東
京
目
白
の
キ
リ
ス
ト
教
同
仁
社
団
図
書
室
（
資
料
室
）
蔵
の
ケ
ー
ル
ン
の
著
作
は
、『
日
本
将
来
の
宗
教
』（
日
本
同
仁
基
督



増
野
悦
興
の
晩
年
の
『
日
記
』
と
日
本
同
仁
基
督
教
会
（
二
）﻿

一
四
一

教
会
本
部
、
一
九
一
〇
年
）
の
ほ
か
に
一
五
冊
の
小
冊
子
が
あ
る
。
ケ
ー
ル
ン
の
活
動
と
著
作
内
容
は
解
題
で
触
れ
る
。

四
月
一
日	

曇　

ロ
ブ
デ
ル
ヨ
リ
来
状　

ケ
ー
ル
ン
、
平
岡
へ
出
状　

至
黒
田
印
刷
所　

午
后
三
時
半
大
阪
発
夕
方
京
都

ニ
着
波
多
野
ニ
至
ル

四
月
二
日	
雨　

晴　

黒
田
印
刷
所
ヨ
リ
来
状

四
月
三
日	
晴　

夜
雨　

午
前
九
時
半
京
都
発
午
后
四
時
半
静
岡
ニ
着
シ
清
鶴
楼
ニ
投
ズ

四
月
四
日	

晴　

訪
ロ
ブ
デ
ル
、
伊
藤　

坂
本
、
黒
田
印
刷
、
平
岡
へ
出
状

四
月
五
日	

晴　

波
多
野
、
基
教
世
界
へ
出
状　

午
前
七
時
半
静
岡
発
正
午
過
新
橋
ニ
着（

１
（

午
后
帰
宅
ス　

自
由
堂
、
ケ
ー

ル
ン
、
山
﨑
、
北
文
館
へ
出
状　

長
野
ヨ
リ
来
状

四
月
六
日	

曇　

夜
雨　

駒
込
（
五
）、
安
部
、
黒
田
（
四
、）
新
島
へ
出
状　

奨
学
会
、
津
和
野
社
ヨ
リ
来
状　

佐
藤
、
山

﨑
来
訪

四
月
七
日	

晴　

小
久
保
ニ
至
リ
診
察
ヲ
受
ク（

２
（

　

宇
佐
美
、
加
藤
、
佐
藤
（
ケ
ー
ル
ン
）、
水
平
ヘ
出
状　

安
部
、
平
野

ヨ
リ
来
状

四
月
八
日	

晴　

断
髪　

奨
学
会
（
寄
附
申
込
）、
平
野
、
伊
藤
、
大
倉
、
中
嶋マ

マ

徳
蔵（

３
（

へ
出
状　

山
﨑
来
訪

四
月
九
日	

曇　

午
后
雨　

訪
安
部　

駒
込
（
三
、）、
タ
イ
ム
ス
（
六（

（
（

）
へ
出
状　

日
景
、
本
間
ヨ
リ
来
状　

波
多
野
、

長
野
へ
出
状

四
月
十
日	

雨　

訪
山
本
、
小
久
保　

北
沢
秋
乃
、
伊
藤
、
黒
田
印
刷
所
ヨ
リ
来
状　

伊
藤
、
大
工
へ
出
状

四
月
十
一
日	

晴　

藤
原
ヨ
リ
来
状　

藤
原
、
日
景
［
、］
本
間
へ
出
状
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一
四
二

四
月
十
二
日	

雨　

中
島
徳
蔵
、
亀
井
家
、
栗
山
藤
次
郎
ヨ
リ
来
状

四
月
十
三
日	

晴　

大
工
ヨ
リ
来
状　

村
井
［
知
至（

（
（

］
へ
出
状　

ケ
ー
ル
ン
、
ア
ズ
バ
ン
来
訪

四
月
十
四
日	

晴　

松
尾
、
北
文
館
へ
出
状　

坂
本
、
三
町
来
訪

四
月
十
五
日	

晴　

松
尾
、
村
井
ヨ
リ
来
状　

夜
松
尾
来
訪　

タ
イ
ム
ス
へ
出
状

四
月
十
六
日	

晴　

佐
藤
潔
、
牧
野
へ
出
状　

牧
野
虎
次（

（
（

ヨ
リ
来
状

四
月
十
七
日	

晴　

中
島
へ
原
稿
出
ス　

小
山
正
武（

（
（

ヨ
リ
来
状　

訪
松
浦

四
月
十
八
日	
晴　

伊
藤
、
水
平
、
ロ
ブ
デ
ル
へ
出
状　

水
平
ヨ
リ
来
状　

ケ
ー
ル
ン
、
山
﨑
来
訪

四
月
十
九
日	

晴　

駒
込
（
三
、）、
大
倉
、
藤
原
、
波
多
野
、
坂
本
（
冊
子
）、
小
山
、
留
岡
［
幸
助（

（
（

］
へ
出
状　

至
第
百
、

日
本
生
命　

望
月
ヨ
リ
来
状

四
月
二
十
日	

晴　

大
倉
、
留
岡
ヨ
リ
来
状　

村
井
、
佐
藤
、
宮
田
へ
出
状　

至
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム

四
月
二
十
一
日	

晴　

日
景
［
、］
本
間
へ
出
状　

藤
原
ヨ
リ
来
状　

岡
田
、
逸
見
来
訪

四
月
二
十
二
日	

雨　

村
井
、
佐
藤
、
藤
原
（
長
野
結
婚
）
ヨ
リ
来
状

四
月
二
十
三
日	

晴　

訪
葛
岡
、
ア
ズ
バ
ン　

藤
原
へ
出
状

四
月
二
十
四
日	

晴　

午
前
教
会
ニ
出
席
ス　

訪
告
森
寓　

岡
田
、
藤
原
へ
出
状

四
月
二
十
五
日	

曇　

風　

岸
本
［
能
武
太（

（
（

］、
波
多
野
へ
出
状　

丁
酉
幹
事
ヨ
リ
来
状

四
月
二
十
六
日	

晴　

午
前
飯
田
町
本
部
ニ
至
ル

四
月
二
十
七
日	

晴　

税
務
署
へ
所
得
届
出
ス　

仲
田
善
治
来
訪　

波
多
野
ヨ
リ
荷
物
着
ス　

佐
藤
へ
出
状

四
月
二
十
八
日	

雨　

前
本
、
波
多
野
ヨ
リ
来
状　

波
多
野
、
前
本
へ
出
状
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一
四
三

四
月
二
十
九
日	

晴　

前
本
、
西
尾
、
駒
込
（
四
、）
へ
出
状

四
月
三
十
日	

晴　

約
束 

丁
酉
会　

至
図
書
会
社　

丁
酉
会
研
究
会（

（1
（

ニ
列
ス

（
1
）
静
岡
・
名
古
屋
・
京
都
・
大
阪
へ
の
伝
道
の
帰
途
、
再
度
静
岡
教
会
に
寄
り
、
ロ
ブ
デ
ル
を
訪
問
し
帰
宅
し
た
。
長
旅
は
体
調

に
悪
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
小
久
保
医
院
へ
の
通
院
は
、
年
末
に
は
来
診
に
な
る
。
九
月
末
か
ら
は
小
久
保
医
師
の
指
示
に
よ
り
、
朝
・
昼
・
晩
の
検
温
を

始
め
る
。

（
3
）
中
島
徳
蔵
（
一
八
六
四
～
一
九
四
〇
）
は
哲
学
館
（
東
洋
大
学
の
前
身
）
講
師
。
増
野
が
主
催
し
た
成
民
会
講
演
会
の
講
師
を

務
め
る
な
ど
、
肝
胆
相
照
ら
す
仲
だ
っ
た
。
哲
学
館
事
件
で
退
職
す
る
が
、
後
に
東
洋
大
学
学
長
と
な
っ
た
。

（
4
）「
タ
イ
ム
ス
（
六
）」
は
高
利
貸
へ
の
返
済
金
。
な
ぜ
か
こ
の
年
の
金
銭
支
出
簿
に
は
記
載
が
な
い
。「
駒
込
」
と
は
別
の
業
者

だ
が
、
一
九
〇
九
年
に
六
回
で
三
六
円
、
一
〇
年
に
六
回
で
三
六
円
、
一
一
年
は
逝
去
直
前
の
九
月
ま
で
六
回
で
四
二
円
、
合
計

一
一
四
円
を
返
済
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
安
部
磯
雄
と
岸
本
能
武
太
に
は
知
ら
せ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
5
）
村
井
知
至
（
一
八
六
一
～
一
九
四
四
）
は
牧
師
を
経
て
東
京
外
国
語
学
校
教
授
。
そ
の
後
社
会
主
義
者
へ
。
増
野
の
入
院
費
用

援
助
呼
び
か
け
人
と
な
り
、
葬
儀
で
は
香
典
帳
の
会
計
責
任
者
を
し
た
。

（
6
）
牧
野
虎
次
（
一
八
七
一
～
一
九
六
四
）
は
当
時
四
条
教
会
牧
師
。
新
島
襄
の
葬
儀
に
際
し
て
、
増
野
は
葬
儀
後
の
「
故
新
島
襄

先
生
紀
念
演
説
会
」
で
司
会
を
務
め
、
牧
野
は
葬
儀
の
受
付
係
だ
っ
た
。
牧
師
を
や
め
て
か
ら
は
社
会
事
業
に
関
わ
り
つ
つ
、
後

に
同
志
社
総
長
と
な
っ
た
。

（
7
）
小
山
正
武
（
一
八
四
九
～
一
九
二
四
）
は
元
大
蔵
省
主
税
官
。
成
民
会
機
関
誌
『
成
民
』
第
一
巻
第
五
号
（
一
九
〇
八
年
二
月

一
日
）
に
「
反
省
の
要
決
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。

（
8
）
留
岡
幸
助
（
一
八
六
四
～
一
九
三
四
）
は
東
京
、
北
海
道
に
家
庭
学
校
を
創
立
し
た
社
会
事
業
の
先
駆
者
。
増
野
と
は
同
志
社

英
学
校
の
学
友
で
、
空
知
集
治
監
教
誨
師
時
代
の
日
記
に
は
米
国
修
学
中
の
増
野
か
ら
の
来
状
（『
留
岡
幸
助
日
記
』
第
一
巻
、

一
八
九
二
年
三
月
二
八
日
）
や
帰
国
後
の
「
愛
友
増
野
悦
興
」
へ
書
翰
を
認
め
た
（
同
一
八
九
三
年
一
二
月
二
四
日
）
な
ど
記
載

が
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
頻
繁
な
交
流
は
な
い
が
、
増
野
は
孔
子
教
会
に
も
参
加
し
、
留
岡
は
二
宮
尊
徳
翁
五
〇
年
記
念
会
で
遺
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四

品
説
明
を
す
る
な
ど
し
て
い
た
（『
増
野
悦
興
研
究
』
三
八
一
頁
）。

（
9
）
岸
本
能
武
太
（
一
八
六
六
～
一
九
二
八
）
は
宗
教
学
者
で
、
高
等
師
範
学
校
教
授
か
ら
後
に
早
稲
田
大
学
教
授
。
前
年
安
部
磯

雄
と
共
に
増
野
の
財
政
（
負
債
）
整
理
に
奔
走
し
、
増
野
没
後
に
は
増
野
を
追
悼
し
て
「
講
演 

増
野
悦
興
君
を
弔
す
」（『
丁
酉

倫
理
会 

倫
理
講
演
集
』
第
一
一
一
輯
、
一
九
一
一
年
一
一
月
一
〇
日
）
を
行
っ
た
。

（
10
）
体
調
も
あ
り
、
丁
酉
倫
理
会
の
例
会
の
み
が
外
部
の
研
究
会
へ
の
出
席
と
な
っ
た
。

五
月
一
日	

晴　

午
前
飯
田
町
教
会
ニ
至
ル　

姉
﨑（

１
（

へ
出
状
（
書
籍
共
）

五
月
二
日	
曇　

姉
﨑
、
安
部
、
長
谷
川
ヨ
リ
来
状　

安
部
へ
葉
書
、
長
谷
川
へ
冊
子
出
ス

五
月
三
日	

曇　

涼　

腸
加
答
児（

２
（

ノ
気
味
ア
リ

五
月
四
日	

晴　

三
宅
龍
太
郎
ヨ
リ
来
状

五
月
五
日	

曇　

ロ
ブ
デ
ル
、
前
本
へ
出
状

五
月
六
日	

晴　

大
掃
除　

断
髪

五
月
七
日	

曇　

駒
込
（
四
、）
へ
出
状　

前
本
、
駒
込
、
水
平
、
成
功
社
ヨ
リ
来
状　

訪
グ
リ
フ
ィ
ン
夫
人（

３
（

五
月
八
日	

晴　

前
本
、
水
平
へ
出
状　

前
本
ヨ
リ
来
状

五
月
九
日	

曇　

伊
藤
へ
出
状

五
月
十
日	

晴　

ロ
ブ
デ
ル
、
常
盤
ヨ
リ
来
状　

佐
藤
、
タ
イ
ム
ス
（
六
、）、
成
功
社
へ
出
状　

至
第
百
銀
行

五
月
十
一
日	

雨　

伊
藤
ヨ
リ
来
状　

ロ
ブ
デ
ル
へ
出
状

五
月
十
二
日	

晴　

八
十
度（

（
（

　

訪
山
本
、
蘆
川　

駒
込
、
波
多
野
ヘ
出
状　

岡
田
恒
輔
来
訪

五
月
十
三
日	

曇　

至
飯
田
町
本
部
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一
四
五

五
月
十
四
日	

雨　

約
束 

夕
惟
一
館（

（
（

　

甲
藤
ヨ
リ
来
状　

甲
藤
へ
出
状　

訪
堀
江　

夕
パ
ー
カ
ー
紀
念
会（

（
（

ニ
惟
一
館
ニ
会

ス

五
月
十
五
日	

晴　

夕
至
教
会

五
月
十
六
日	

雨

五
月
十
七
日	
晴　

訪
阪
上
、
ア
ズ
バ
ン　

波
多
野
ヨ
リ
来
状

五
月
十
八
日	
晴　

波
多
野
、
ケ
ー
ル
ン
へ
出
状　

阪
上
、
浜
田
来
訪　

訪
大
熊

五
月
十
九
日	

晴　

至
小
石
川
区
役
所
、
神
田
区
役
所　

訪
大
熊
、
阪
上　

前
本
、
駒
込
へ
出
状

五
月
二
十
日	

晴　

長
野
、
常
盤
へ
出
状　

ケ
ー
ル
ン
、
前
本
、
常
盤
、
阪
本
訪
ヨ
リ
来
状　

訪
前
本
、
ケ
ー
ル
ン
、
ア
ズ

バ
ン

五
月
二
十
一
日	

雨　

ア
ズ
バ
ン
、
常
盤
へ
出
状

五
月
二
十
二
日	

曇　

惟
一
館
ニ
安
部（

（
（

ヲ
訪
フ　

安
部
へ
小
包
出
ス

五
月
二
十
三
日	

晴　

ロ
ブ
デ
ル
、
藤
原
、
宮
田
、
水
平
へ
出
状　

波
多
野
、
同
志
社
校
友
会
ヨ
リ
来
状

五
月
二
十
四
日	

晴　

至
内
務
省
、
教
文
館　

奨
学
会
ヨ
リ
来
状

五
月
二
十
五
日	

晴　

約
束 

夕
飯
田
町
傍
聴　

飯
田
町
祈
祷
会
ニ
テ
感
話
ヲ
ナ
ス　

愛
離
ノ
理
想（

（
（

　

藤
原
、
長
野
ヨ
リ
来
状

五
月
二
十
六
日	

晴　

夕
方
雷
雨　

安
部
（
書
留
）
へ
出
状

五
月
二
十
七
日	

晴　

伊
藤
へ
出
状　

佐
藤
来
訪

五
月
二
十
八
日	

曇　

約
束 

午
後
奨
学
会　

訪
ケ
ー
ル
ン
宅　

菁
々
塾
開
舎
式
ニ
列
ス　

長
野
へ
出
状　

成
功
社
、
ア
ズ
バ

ン
ヨ
リ
来
状　

平
岡
［
、］
秋
山
方
ニ
至
リ
一
泊
ス
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一
四
六

五
月
二
十
九
日	

雨　

約
束 

丁
酉
会
講
演　

午
前
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
花
ノ
日
曜
日
ニ
列
席
ス　

午
后
丁
酉
会
ニ
出
席
講

演
ヲ
ナ
ス　

国
民
道
徳
ニ
関
ス
ル
疑
問（

（
（

予　

人
道
ト
国
民
道
徳　

吉
田
熊
次（

（1
（

　

水
平
、
浦
口
、
秋
山
ヨ

リ
来
状

五
月
三
十
日	

晴　

老
僕
去
リ
老
婢
来
ル　

訪
葛
岡　

村
井
へ
出
状　

駒
込
へ
出
状
（
四
、）

五
月
三
十
一
日	

晴　

至
北
文
館
、
山
﨑
活
版
所（

（1
（

　

ケ
ー
ル
ン
へ
出
状　
　

蘆
川
ヨ
リ
来
状

（
1
）
姉
﨑
正
治
（
一
八
七
三
～
一
九
四
九
）
は
宗
教
学
者
で
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
。
岸
本
能
武
太
と
と
も
に
比
較
宗
教
学
会
を
設

立
し
た
。
増
野
と
の
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
岸
本
を
介
し
て
か
、
あ
る
い
は
丁
酉
倫
理
会
の
研
究
会
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
腸
加カ

答タ

児ル

の
記
載
は
初
め
て
で
あ
る
。
前
年
一
一
月
二
十
一
日
に
「
夜
来
下
痢
、
教
会
を
休
む
」
と
あ
り
、
半
年
ぶ
り
の
腹
痛

で
あ
る
。

（
3
）
グ
リ
フ
ィ
ン
夫
人
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
不
詳
で
あ
る
。

（
4
）
八
十
度
は
体
温
で
は
な
く
、
気
温
だ
と
思
わ
れ
る
。
華
氏
だ
と
す
る
と
、
摂
氏
二
九
度
。
七
月
三
十
一
日
に
は
九
十
度
と
あ
る
。

華
氏
九
十
度
は
摂
氏
三
三
度
。

（
5
）
惟い

い

一つ

館か
ん

は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
の
本
拠
と
し
て
、
コ
ン
ド
ル
が
設
計
し
、
米
国
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
に
よ
り
一
八
九
四
年
に
三

田
の
薩
摩
屋
敷
跡
に
建
設
さ
れ
た
。

（
6
）
セ
オ
ド
ア
・
パ
ー
カ
ー
（T

heodore W
. Parker,

一
八
一
〇
～
一
八
六
〇
）
は
奴
隷
制
廃
止
主
義
者
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
。

（
7
）
安
部
磯
雄
は
一
八
九
八
年
に
村
井
知
至
と
と
も
に
惟
一
館
で
社
会
主
義
研
究
会
を
設
立
し
た
。
一
九
〇
二
年
二
月
か
ら
は
日
本

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
の
会
長
を
務
め
（
松
田
義
男
編
『
安
部
磯
雄
年
譜
・
著
作
目
録
』
一
四
五
頁
、
二
〇
二
一
年
五
月
一
八
日
改

訂
）、
岸
本
能
武
太
が
補
佐
し
た
。
佐
治
実
然
も
研
究
会
に
参
加
し
て
い
た
が
、
増
野
は
社
会
主
義
に
は
距
離
を
置
い
て
い
た
。

（
8
）「
愛
離
ノ
理
想
」
に
つ
い
て
は
遺
さ
れ
た
説
教
草
稿
な
ど
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
（『
増
野
悦
興
研
究
』
四
二
〇
～
四
二
五
頁
）。

（
9
）「
国
民
道
徳
ニ
関
ス
ル
疑
問
」
は
一
一
月
一
〇
日
発
行
の
『
丁
酉
倫
理
会 

倫
理
講
演
集
』
第
九
九
輯
に
雷
軒
生
の
名
で
収
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ
た
増
野
の
「
平
岡マ

マ

明
子
」
観
に
つ
い
て
は
、
イ
プ
セ
ン
流
行
の
世
相
も
含
め
て
検
討
し
た
（『
増
野
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一
四
七

悦
興
研
究
』
四
〇
六
～
四
〇
九
頁
）。
二
年
前
に
は
「
現
社
会
の
悪
風
潮
」（『
成
民
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
〇
八
年
三
月
一
日
、

の
ち
『
筆
華
舌
英
』
に
収
載
）
で
、
現
社
会
の
悪
風
潮
は
愛
国
の
名
で
偏
狭
の
思
想
を
鼓
吹
し
、
自
然
の
名
で
道
徳
の
尊
厳
を
侵

し
、
科
学
の
名
で
信
仰
の
神
聖
を
毀
す
こ
と
で
あ
り
、
真
の
道
徳
は
自
由
の
空
気
の
な
か
で
成
長
し
、
道
徳
を
伴
な
っ
て
健
全
な

発
達
を
す
る
、
と
記
し
て
い
る
（『
増
野
悦
興
研
究
』
四
七
七
頁
）。

（
10
）
吉
田
熊
次
（
一
八
七
四
～
一
九
六
四
）
は
教
育
学
者
で
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
。
の
ち
東
京
帝
国
大
学
教
授
。

（
11
）
山
﨑
活
版
所
は
『
成
民
』
の
印
刷
所
で
、
山
﨑
鉄
太
郎
が
経
営
し
て
い
た
。

六
月
一
日	

晴　

約
束 
夕
飯
田
町
講
義　

安
部
、
ケ
ー
ル
ン
ヨ
リ
来
状　

安
部
、
水
平
へ
出
状　

夕
飯
田
町
ニ
至
リ
聖

書
講
義（

１
（

ヲ
ナ
ス　

訪
蘆
川

六
月
二
日	

雨　

ア
ズ
バ
ン
へ
出
状

六
月
三
日	

曇　

断
髪　

訪
蘆
川　

蘆
川
、
葛
岡
、
ケ
ー
ル
ン
ヨ
リ
来
状

六
月
四
日	

曇　

ケ
ー
ル
ン
へ
出
状　

至
小
久
保
、
北
文
館　

不
在
中
物
集
来
訪

六
月
五
日	

雨　

約
束 

午
前
説
教　

午
前
飯
田
町
ニ
テ
説
教
ス　

基
督
ノ
基
督
教（

２
（

六
月
六
日	

晴　

ケ
ー
ル
ン
、
ア
ズ
バ
ン
へ
出
状

六
月
七
日	

晴　

約
束 

午
前
物
集
来
訪　

訪
蘆
川　

物
集
来
訪

六
月
八
日	

晴　

約
束 

夕
飯
田
町
講
義　

ケ
ー
ル
ン
ヨ
リ
来
状　

至
北
文
館　

夕
飯
田
町
ニ
至
リ
講
義
ヲ
ナ
ス

六
月
九
日	

晴　

安
部
、
ケ
ー
ル
ン
へ
出
状

六
月
十
日	

雨　

安
部
ヨ
リ
来
状　

安
部
、
ア
ズ
バ
ン
、
駒
込
（
五
、）
へ
出
状　

訪
ア
ズ
バ
ン　

村
田
［
勤（

３
（

］
来
訪

六
月
十
一
日	

晴　

波
多
野
へ
出
状　

佐
藤
へ
出
状
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一
四
八

六
月
十
二
日	

晴

六
月
十
三
日	

晴　

安
部
へ
出
状　

ケ
ー
ル
ン
ヨ
リ
来
状　

甲
賀
藤
子
来
訪　

至
北
文
館　

夜
葛
岡
来
訪　

家
族
会
幹
事
ヨ

リ
来
状

六
月
十
四
日	

雨　

家
族
会
幹
事
、
葛
岡
、
博
文
館
へ
出
状　

宮
田
、
ア
ズ
バ
ン
ヨ
リ
来
状

六
月
十
五
日	

雨　

約
束 

夕
飯
田
町
講
義　

藤
原
、
安
部
ヨ
リ
来
状　

夕
飯
田
町
ニ
至
リ
テ
講
義
ヲ
ナ
ス　

告
森
へ
出
状

六
月
十
六
日	

雨　

安
部
、
ケ
ー
ル
ン
ヨ
リ
来
状　

安
部
へ
出
状　

博
文
館
へ
校
正
済
原
稿
ヲ
送
ル

六
月
十
七
日	
曇　

至
第
百
銀
行
、
山
本
方

六
月
十
八
日	

曇　

訪
蘆
川

六
月
十
九
日	

曇　

ア
ズ
バ
ン
ヨ
リ
菓
肴
ヲ
送
ル

六
月
二
十
日	

晴　

駒
込
（
三
、）、
ロ
ブ
デ
ル
へ
出
状　

安
部
、
丁
酉
幹
事
ヨ
リ
来
状　

至
北
文
館

六
月
二
十
一
日	

曇　

訪
ア
ズ
バ
ン

六
月
二
十
二
日	

雨　

藤
原
、
阪
本
へ
出
状　

佐
藤
来
訪

六
月
二
十
三
日	

曇　

宮
田
（
六
、
五
）、
タ
イ
ム
ス
（
六
）
へ
出
状　

至
小
久
保
医
院　

亀
井
家
（
出
産
通
知
）
ヨ
リ
来
状

六
月
二
十
四
日	

晴　

中
島
徳
蔵
、
石
川
安
次
郎
、
津
和
野
社
ヨ
リ
来
状　

中
島
へ
出
状

六
月
二
十
五
日	

晴　

訪
ハ
ー
サ
ウ
エ
イ（

（
（

　

ケ
ー
ル
ン
へ
原
稿
、
佐
藤
へ
は
が
き
出
ス

六
月
二
十
六
日	

雨　

亀
井
家
へ
出
状

六
月
二
十
七
日	

曇　
［
増
野
］
自
助（

（
（

ヨ
リ
来
状

六
月
二
十
八
日	

雨　

地
震　

佐
藤
へ
出
状　

津
和
野
社
、
北
文
館
、
坂
本
ヨ
リ
出マ

マ

状　

佐
藤
来
訪



増
野
悦
興
の
晩
年
の
『
日
記
』
と
日
本
同
仁
基
督
教
会
（
二
）﻿

一
四
九

六
月
二
十
九
日	

晴　

坂
本
、
駒
込
（
三
、）、
安
部
（
書
留
）
へ
出
状

六
月
三
十
日	

曇　

安
部
宅
ヨ
リ
来
状　

佐
藤
へ
出
状　

訪
蘆
川
、
ハマ

サマ

ウ
エ
イ
（
暇
乞
）

（
1
）
飯
田
町
教
会
で
の
聖
書
講
義
な
ど
の
草
稿
は
『
明
治
四
十
二
年
秋
以
降 

飯
田
町
祈
祷
会
』（
キ
リ
ス
ト
教
同
仁
社
団
図
書
室
（
資

料
室
）
蔵
）、『
聖
書
講
義
［
年
欠
］』
草
稿
（
木
村
滋
子
蔵
増
野
悦
興
文
書[

仮
目
録]

Ｎ
－
１
）
の
二
冊
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）「
基
督
ノ
基
督
教
」
と
は
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
七
章
27
・
28
。「
雨
が
降
り
、
洪
水
が
押
し
寄
せ
、
風
が
吹
い
て
そ
の

家
に
打
ち
つ
け
る
と
、
倒
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
そ
の
倒
れ
方
は
ひ
ど
い
の
で
あ
る
」、「
イ
エ
ス
が
こ
れ
ら
の
言
葉
を
語
り
終
え

ら
れ
る
と
、
群
衆
は
そ
の
教
え
に
ひ
ど
く
驚
い
た
」
と
あ
る
（
日
本
聖
書
協
会
『
新
約
聖
書
』
一
九
五
四
年
改
訳
、
一
〇
頁
。
以

下
、『
新
約
聖
書
』）。『
明
治
四
十
二
年
秋
以
降 

飯
田
町
祈
祷
会
』
の
「
基
督
ノ
基
督
教
」
に
は
、「
基
督
自
身
ハ
学
者
ノ
如
ク
ナ

ラ
ズ
権
威
有
テ
ル
者
ノ
如
ク
語
リ
タ
リ
ト
見
ユ
―
権
威
ハ
実
験
ノ
結
果
ノ
ミ
、
果
然
彼
ハ
論
理
ノ
人
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
実
験
ノ
人
ナ

リ
キ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
実
験
」
と
は
増
野
の
信
仰
の
核
心
で
あ
る
「
信
仰
的
実
験
」
を
指
す
（『
増
野
悦
興
研
究
』
二
八
〇

～
二
八
一
頁
）。

（
3
）
村
田
勤
（
一
八
六
六
～
一
九
二
一
）
は
牧
師
、
翻
訳
家
。
増
野
の
逝
去
後
は
ケ
ー
ル
ン
の
著
作
の
翻
訳
を
引
き
受
け
た
。

（
4
）
ハ
ー
サ
ウ
エ
イ
（H

athaw
ay, M

 A
gnes,

一
八
六
三
～
一
九
三
九
）
は
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
の
ロ
ン
バ
ー
ド
大
学
の
数
学
教

員
で
学
生
部
長
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
三
年
年
秋
に
布
教
資
格
の
学
位
を
取
り
、
一
九
〇
五
年
五
月
に
宣
教
師
と
し
て
来
日
し
た

（“T
he Larger H

ope” p. 440

）。
静
岡
同
仁
教
会
で
の
伝
道
活
動
の
後
、
翌
年
末
か
ら
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
の
監
督
と
し
て

少
女
た
ち
の
養
育
に
あ
た
り
、
一
九
三
九
年
三
月
一
三
日
に
逝
去
し
た
。
増
野
と
の
関
係
は
解
題
で
触
れ
る
。

（
5
）
増
野
自
助
は
異
母
弟
で
、
父
親
増
野
貞
吉
一
家
の
生
活
を
支
え
て
い
た
。

七
月
一
日	

曇　

佐
藤
、
長
野
、
藤
原
ヨ
リ
来
状　

至
北
文
館
、
飯
田
町
教
会
、
小
久
保
医
院　
（
次
日
ニ
入
ル
）

七
月
二
日	

曇　

（
１
（

七
月
三
日	

曇　

訪
松
浦
、
奨
学
会
ヨ
リ
来
状



増
野
悦
興
の
晩
年
の
『
日
記
』
と
日
本
同
仁
基
督
教
会
（
二
）﻿

一
五
〇

七
月
四
日	

雨　

奨
学
会
へ
出
状　

訪
ア
ズ
バ
ン

七
月
五
日	

晴　

家
翁
来
訪　

岡
田
恒
輔
ヨ
リ
来
状

七
月
六
日	

曇　

長
野
へ
出
状

七
月
七
日	

雨　

訪
村
田
宅

七
月
八
日	

曇　

ケ
ー
ル
ン
来
訪　

中
島
、
丁
酉
会
ヨ
リ
来
状　

中
島
へ
出
状

七
月
九
日	

雨　

亀
井
家
ヨ
リ
植
木
来
訪　

駒
込
（
三
、）、
佐
藤
へ
出
状

七
月
十
日	
雨

七
月
十
一
日	

雨　

至
小
久
保
医
院

七
月
十
二
日	

雨

七
月
十
三
日	

晴　

夜
雨　

水
平
ヨ
リ
来
状　

水
平
、
北
文
館
へ
出
状　

乙
女（

２
（

来
訪

七
月
十
四
日	

晴　

夜
雨　

同
窓
会
幹
事
、
平
野
、
大
熊
ヨ
リ
来
状　

同
窓
会
幹
事
へ
出
状　

岡
田
恒
輔
来
訪

七
月
十
五
日	

雨　

蘆
川
ヲ
訪
フ

七
月
十
六
日	

曇　

夜
雨　

断
髪

七
月
十
七
日	

晴　

午
前
教
会
ニ
至
ル　

ロ
ブ
デ
ル
ヨ
リ
来
状

七
月
十
八
日	

晴　

至
第
百
銀
行
、
山
本
方

七
月
十
九
日	

曇

七
月
二
十
日	

晴　

駒
込
へ
出
状　

至
小
久
保
、
教
会

七
月
二
十
一
日	

晴　

日
中
九
十
度　

ロ
ブ
デ
ル
、
宮
田
へ
出
状



増
野
悦
興
の
晩
年
の
『
日
記
』
と
日
本
同
仁
基
督
教
会
（
二
）﻿

一
五
一

七
月
二
十
二
日	

晴

七
月
二
十
三
日	

晴　

浦
口
来
訪　

ハ
ー
サ
ウ
エ
イ
ヨ
リ
来
状

七
月
二
十
四
日	

晴　

夕
雨　

タ
イ
ム
ス
、
自
助
ヨ
リ
来
状　

訪
山
川
医
士
、
坂
上　

至
教
会

七
月
二
十
五
日	

雨

七
月
二
十
六
日	
雨　

訪
松
浦
、
山
川
、
村
田　

松
尾
ヨ
リ
小
包
来
ル

七
月
二
十
七
日	
晴　

津
和
野
社
、
ア
ズ
バ
ン
、
久
保
ヨ
リ
来
状　

津
和
野
社
、
岡
田
正
男
へ
出
状

七
月
二
十
八
日	

晴　

安
部
へ
書
留
出
ス　

至
小
久
保
医
院　

岡
田
正
男
ヨ
リ
来
状

七
月
二
十
九
日	

曇　

訪
甲
賀

七
月
三
十
日	

晴　

予
約 

午
后
津
和
野
社　

安
部
宅
、
安
都
間
ヨ
リ
来
状　

ア
ズ
バ
ン
へ
出
状　

午
后
津
和
野
社
宴
会
ニ

出
席
ス（

３
（

七
月
三
十
一
日	

晴　

九
十
度　

ア
ズ
バ
ン
、
岡
田
へ
出
状　

水
平
、
福
田
フ
メ
ヨ
リ
来
状

（
1
）
夏
の
暑
さ
も
あ
り
、
七
月
は
日
記
に
記
載
な
し
の
日
が
六
日
間
あ
る
。
小
久
保
医
院
に
も
二
日
間
通
院
し
て
い
る
。

（
2
）
乙
女
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
不
詳
で
あ
る
。
七
月
一
三
日
・
九
月
五
日
・
一
〇
月
八
日
・ 

同
二
〇
日
・
一
一
月
一
五
日
・

同
一
九
日
・
一
二
月
一
五
日
と
半
年
に
七
回
来
訪
し
て
い
る
。
秋
の
彼
岸
に
は
「
お
萩
」
を
作
ら
せ
、
一
一
月
に
は
膝
掛
け
布
団

を
作
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
二
人
の
異
母
妹
の
う
ち
の
一
人
か
も
し
れ
な
い
が
、推
測
の
域
を
出
な
い
。「
増
野
悦
興
・
サ
ク
系
図
」

は
『
増
野
悦
興
研
究
』
六
八
頁
に
あ
る
。

（
3
）
体
調
が
回
復
し
た
の
か
、
珍
し
く
津
和
野
社
の
宴
会
に
出
て
い
る
。

八
月
一
日	

晴　

午
后
驟
雨　

約
束 

都
屋　

訪
都
屋
、
飯
田
町
教
会



増
野
悦
興
の
晩
年
の
『
日
記
』
と
日
本
同
仁
基
督
教
会
（
二
）﻿

一
五
二

八
月
二
日	

雨　

ア
ズ
バ
ン
ヨ
リ
来
状

八
月
三
日	

曇　

至
教
文
館

八
月
四
日	

晴　

西
尾
幸
太
郎
ヨ
リ
来
状

八
月
五
日	

曇　

至
小
久
保

八
月
六
日	

曇　

西
尾
、
浦
口
、
ロ
ブ
デ
ル
へ
出
状

八
月
七
日	

晴　

夜
雨　

飯
田
町
教
会
ニ
至
リ
祈
祷
会
ヲ
司
ル  

「
故
沖
津
紀
念（

１
（

」（
十
四
人
）　

浦
口
ヨ
リ
来
状　

訪

「
ホ
ー
ム
」

八
月
八
日	

雨　

岡
田
、
北
文
館
ヘ
出
状

八
月
九
日	

雨　

教
文
館
ヨ
リ
原
稿
、
ロ
ブ
デ
ル
ヨ
リ
手
紙
來
ル　

教
文
館
へ
原
稿
出
ス

八
月
十
日	

雨　

至
神
田
橋
税
務
署
、
第
百
銀
行

八
月
十
一
日	

晴　

出
水　

教
文
館
へ
校
正
原
稿
ヲ
送
ル

八
月
十
二
日	

晴　

至
小
久
保
、
山
本

八
月
十
三
日	

雨　

タ
イ
ム
ス
、
東
亜
協
会
へ
送
金
ス

八
月
十
四
日	

雨　

午
前
教
会
に
至
リ
祈
祷
会
ヲ
司
ル　
「
七
度
ヲ
七
十
倍
セ
ヨ（

２
（

」（
十
二
人
）　

ケ
ー
ル
ン
へ
出
状　

断
髪

八
月
十
五
日	

晴　

ケ
ー
ル
ン
ヨ
リ
来
状　

田
中
文
勝
結
婚
通
知
状
来
ル

八
月
十
六
日	

雨　

ケ
ー
ル
ン
へ
出
状

八
月
十
七
日	

曇　

岡
田
正
男
ヨ
リ
来
状

八
月
十
八
日	

曇　

至
小
久
保　

ケ
ー
ル
ン
ヨ
リ
来
状



増
野
悦
興
の
晩
年
の
『
日
記
』
と
日
本
同
仁
基
督
教
会
（
二
）﻿

一
五
三

八
月
十
九
日	

曇　

教
文
館
、
駒
込
へ
出
状　

ア
ズ
バ
ン
ヨ
リ
来
状

八
月
二
十
日	

雨　

岡
田
正
男
、
山
﨑
へ
出
状　

タ
イ
ム
ス
、
坂
本
直
三
郎
ヨ
リ
来
状　

教
文
館
ヨ
リ
納
本（

３
（

来
ル

八
月
二
十
一
日	

晴　

内
務
省
へ
「
活
宗
教
ノ
要
素（

（
（

」
出
版
届
出
ス　

宮
田
ヨ
リ
来
状　

松
尾
来
訪

八
月
二
十
二
日	

晴　

訪
佐
治
、
堀
江　

平
野
ヨ
リ
来
状

八
月
二
十
三
日	
晴

八
月
二
十
四
日	
晴　

ア
ズ
バ
ン
、
久
保
潤
次
郎
ヨ
リ
来
状　

訪
ケ
ー
ル
ン（

（
（

　

ア
ズ
バ
ン
、
中
山
和
助
へ
出
状
、
岡
田
へ
出
状

八
月
二
十
五
日	

晴　

坂
本
龍
之
輔
、
宮
田
（
一
、）、
安
部
へ
出
状　

小
久
保
来
訪

八
月
二
十
六
日	

晴

八
月
二
十
七
日	

晴　

小
久
保
来
訪
、
浣
腸（

（
（

ヲ
ナ
ス　

中
山
、
坂
本
龍
、
岡
田
恒
ヨ
リ
来
状　

安
部
留
守
宅
ヘ
出
状

八
月
二
十
八
日	

晴　

祈
祷
会
司
式　

赤
子
的
心
情
ノ
必
要（

（
（

八
月
二
十
九
日	

晴　

岡
田
正
、
岡
田
恒
、
平
野
、
安
都
間
へ
出
状　

安
部
宅
ヨ
リ
来
状　

韓
国
併
合（

（
（

発
表
セ
ラ
ル

八
月
三
十
日	

晴　

夜
豪
雨　

ア
ズ
バ
ン
帰
京　

至
小
久
保

八
月
三
十
一
日	

晴　

佐
藤
潔
へ
出
状　

訪
ア
ズ
バ
ン　

佐
藤
ヨ
リ
来
状

（
1
）「
故
沖
津
紀
念
」
と
は
前
年
八
月
十
二
日
に
亡
く
な
っ
た
教
会
員
沖
津
の
回
顧
で
あ
る
。
当
時
増
野
は
死
去
の
知
ら
せ
で
自
宅

を
訪
ね
、
翌
日
の
葬
儀
を
行
っ
た
。
十
五
日
に
は
祈
祷
会
で
「
沖
津
ニ
関
ス
ル
所
感
」
を
述
べ
た
。
草
稿
に
は
「
〇
馬
太　

十
八

20 

沖
津
兄
弟
ニ
就
キ
テ
ノ
感
想  

数
日
前
マ
デ
ノ
彼
ト
今
日
ノ
彼
（
吾
人
ニ
一
歩
先
ン
ジ
タ
ル
経
験
）、
彼
ト
シ
テ
ハ
損
ナ
シ
吾

人
ト
シ
テ
ハ
損
ナ
リ
、
真
面
目
ノ
性
質
ト
庶
幾
ス
ベ
キ
造
詣　

吾
人
ノ
損
ヲ
償
フ
ノ
語
適
用
、
吾
人
ノ
覚
悟
（
桂
ト
川
上
）」（『
明

治
四
十
二
年
秋
以
降 

飯
田
町
祈
祷
会
』
草
稿
）
と
あ
る
。「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
十
八
章
20
は
、「
ふ
た
り
ま
た
は
三
人
が
、

私
の
名
に
よ
っ
て
集
ま
っ
て
い
る
所
に
は
、
私
も
そ
の
中
に
い
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
（『
新
約
聖
書
』
二
九
頁
）。
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四

（
2
）「
七
度
ヲ
七
十
倍
セ
ヨ
」（『
明
治
四
十
二
年
秋
以
降 

飯
田
町
祈
祷
会
』）
と
は
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
十
八
章
21
・
22
。「
そ

の
時
、
ペ
テ
ロ
が
イ
エ
ス
の
も
と
に
き
て
言
っ
た
、「
主
よ
、
兄
弟
が
わ
た
し
に
対
し
て
罪
を
犯
し
た
場
合
、
幾
た
び
ゆ
る
さ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
か
。
七
た
び
ま
で
で
す
か
」。
イ
エ
ス
は
彼
に
言
わ
れ
た
、「
わ
た
し
は
七
た
び
ま
で
と
は
言
わ
な
い
。
七
た
び
を

七
十
倍
す
る
ま
で
に
し
な
さ
い
」
と
あ
る
（『
新
約
聖
書
』
二
九
頁
）。『
明
治
四
十
二
年
秋
以
降 

飯
田
町
祈
祷
会
』
草
稿
に
は
記

載
が
な
い
。

（
3
）
納
本
は
ケ
ー
ル
ン
著
『
活
宗
教
の
要
素
』
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）
こ
の
時
点
で
の
ケ
ー
ル
ン
の
著
作
は
、
こ
の
年
三
月
刊
行
の
『
日
本
将
来
の
宗
教
』
の
ほ
か
に
布
教
用
の
小
冊
子
『
進
歩
的
基

督
教
と
日
本
近
代
の
思
想
』、『
夢
想
と
実
生
活 

勝
利
の
生
涯
』
が
あ
り
、『
活
宗
教
の
要
素
』
は
小
冊
子
の
三
冊
目
で
、
す
べ
て

増
野
が
印
刷
所
と
の
交
渉
・
入
稿
・
校
正
な
ど
の
段
取
り
を
し
て
い
る
。

（
5
）『
活
宗
教
の
要
素
』
を
届
け
た
と
思
わ
れ
る
。

（
6
）
浣
腸
も
初
め
て
で
、
消
化
器
系
の
体
調
も
思
わ
し
く
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

（
7
）「
赤
子
的
心
情
ノ
必
要
」
は
二
月
二
七
日
の
教
会
礼
拝
で
の
説
教
「
真
理
ト
自
由
」
と
同
様
の
内
容
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）
時
事
問
題
を
書
い
て
い
る
の
は
珍
し
く
、
前
年
一
一
月
四
日
の
「
伊
藤
公
国
葬
」
と
こ
の
日
の
「
韓
国
併
合
」
の
み
で
あ
る
。

韓
国
併
合
に
つ
い
て
は
「
病
牀
回
顧
」
で
「
帝
国
国
民
に
取
り
発
奮
の
動
力
」（『
丁
酉
倫
理
会 

倫
理
講
演
集
』
第
九
八
輯
、
一

九
一
〇
年
一
〇
月
一
〇
日
）
と
し
た
。
増
野
の
ア
キ
レ
ス
腱
で
あ
る
。
詳
細
は
『
増
野
悦
興
研
究
』
第
八
章
第
四
節
・
第
九
章
第

三
節
に
記
し
た
。

九
月
一
日	

晴　

老
婢
ヨ
シ
ヲ
開マ

マ

雇
ス　

小
沢
慶
三
郎
来
訪　

佐
藤
潔
へ
出
状

九
月
二
日	

晴　

二
百
十
日　

岡
田
正
男
へ
出
状

九
月
三
日	

晴

九
月
四
日	

晴　

山
﨑
忠
次
郎
、
和
田
弘
基
へ
出
状
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五

九
月
五
日	

晴　

山
﨑
ノ
小
使
来
リ
終
日
掃
除
片
附
等
ヲ
ナ
ス　

乙
女
来
訪　

安
都
間
、
安
部
ヨ
リ
来
状　

ロ
ブ
デ
ル
、

岡
田
正
男
へ
出
状

九
月
六
日	

晴　

風　

ア
ズ
バ
ン
へ
出
状　

疲
労
終
日
休
息（

１
（

九
月
七
日	

雨　

松
尾
へ
葉
書
及
小
包
送
ル

九
月
八
日	
雨　

約
束 

午
前
安
部
訪
問　

訪
安
部　
［
増
野
］
公
平（

２
（

来
訪

九
月
九
日	
雨　

岡
田
正
男
ヨ
リ
来
状　

岡
田
、安
部
、木
山
へ
出
状　

岡
田
（
再
）、タ
イ
ム
ス
、村
上
勝
蔵
、駒
込
（
二
、）

へ
出
状　

訪
小
久
保
、
ア
ズ
バ
ン
、
松
浦　

岡
田
ヨ
リ
来
状

九
月
十
日	

雨　

岡
田
、
安
部
へ
出
状　

公
平
来
ル　

斎
藤
来
訪　

木
山
ヨ
リ
雑
誌
送
ル

九
月
十
一
日	

晴　

約
束　

向
一
ヶ
年
間
休
養（

３
（

　

安
部
ヨ
リ
来
状　

午
前
教
会
ニ
至
ル　

福
田
フ
メ
ヨ
リ
来
状

九
月
十
二
日	

晴　

夜
雨　

松
尾
ヨ
リ
来
状　
「
開
拓
者（

（
（

」
へ
原
稿
出
ス　

松
尾
、
大
工
へ
出
状

九
月
十
三
日	

雨　

タ
イ
ム
ス
ヨ
リ
来
状　

岡
田
哲
蔵
、
安
部
へ
出
状　

ケ
ー
ル
ン
、
ロ
ブ
デ
ル
来
訪

九
月
十
四
日	

雨　

至
事
務
所
、
第
百
銀
行　

安
部
、
宮
田
（
五
、
五
）、
ロ
ブ
デ
ル
へ
出
状

九
月
十
五
日	

雨　

中
島
（
原
稿
）、
早
稲
田
出
版
部
へ
出
状　

岡
田
哲
蔵
、
平
野
ヨ
リ
来
状　

中
島
ヨ
リ
来
状

九
月
十
六
日	

雨　

夜
雨　

約
束 

銀
行
、
保
険
会
社　

断
髪
（
角
刈
ニ
改
ム
）　

岡
田
哲
蔵
、
中
島
徳
蔵
へ
出
状　

松
浦
来

訪

九
月
十
七
日	

雨　

夕
晴　

安
部
（
書
留
）
へ
出
状　

岡
田
恒
輔
来
訪　

畳
入
換
ヲ
ナ
ス　

訪
河
原

九
月
十
八
日	

晴　

松
浦
ニ
代
リ
「
ホ
ー
ム
」
日
曜
学
校
ヲ
教
ユ　

夕
自
助
来
訪　

妹
尾
ヨ
リ
来
状

九
月
十
九
日	

晴　

約
束 

午
后
三
時
ア
ズ
バ
ン　

大
工
来
ル　

訪
ア
ズ
バ
ン
、
松
浦　

ケ
ー
ル
ン
来
訪　

駒
込
（
六
）、
太
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田
ヘ
出
状　

乙
女
、
丁
酉
会
ヨ
リ
来
状　

中
島
、
浦
口
ヨ
リ
来
状

九
月
二
十
日	

雨　

中
島
、
飯
田
町
小
使
、
福
音
新
報
社
へ
出
状

九
月
二
十
一
日	

晴　

早
稲
田
出
版
部
へ
出
状　

孔
子
教
会
、
安
部
ヨ
リ
来
状

九
月
二
十
二
日	

曇　

中
島
（
原
稿
）
へ
出
状

九
月
二
十
三
日	

晴　

ケ
ー
ル
ン
来
訪　

至
阪
上
宅
、
山
﨑
活
版
所　

安
部
ヨ
リ
来
状

九
月
二
十
四
日	

晴　

今
日
以
后
外
出
セ

9

9

9

9

9

9

9

ズ9

（
（
（

　

タ
イ
ム
ス
、
ロ
ブ
デ
ル
、
安
部
、
坂
上
、
小
久
保
へ
出
状

九
月
二
十
五
日	
晴　

約
束 

丁
酉
会　

小
久
保
来
診
、
当
分
安
静
ヲ
命
令
ゼ
ラ
ル（

（
（

九
月
二
十
六
日	

雨

九
月
二
十
七
日	

雨　

奨
学
会
、
坂
上
、
小
久
保
ヨ
リ
来
状　

山
﨑
へ
出
状

九
月
二
十
八
日	

雨　

坂
上
へ
公
平
ヲ
遣
ハ
ス　

小
久
保
来
診

九
月
二
十
九
日	

雨　

三
並
［
良（

（
（

］、
北
文
館
へ
出
状　

山
﨑
忠
次
郎
来
訪

九
月
三
十
日	

晴　

ケ
ー
ル
ン
来
訪　

タ
イ
ム
ス
社
ヨ
リ
来
状

（
1
）「
疲
労
終
日
休
息
」
と
記
す
ほ
ど
、
秋
口
に
な
り
体
力
が
衰
え
て
い
る
。

（
2
）
増
野
公
平
は
増
野
自
助
の
弟
。
病
床
の
増
野
の
世
話
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

（
3
）「
向
一
ヶ
年
間
休
養
」
を
小
久
保
医
師
か
ら
命
じ
ら
れ
た
。「
病
牀
回
顧
」（『
丁
酉
倫
理
会 

倫
理
講
演
集
』
第
九
八
輯
）
に
は
、「
主

治
医
よ
り
暫
時
休
養
の
已
む
を
得
ざ
る
旨
を
告
げ
ら
る
ゝ
に
至
つ
た
、
曰
く
「
向
ふ
一
ケ
年
間
思
ひ
切
つ
て
養
生
す
る
事
に
極
め

よ
」
と
」
と
あ
る
（『
増
野
悦
興
研
究
』
四
三
八
～
四
三
九
頁
）。

（
4
）『
開
拓
者
』
の
原
稿
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
る
。

（
5
）「
今
日
以
后
外
出
セ
ズ
」
は
小
久
保
医
師
の
指
示
。
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（
6
）「
当
分
安
静
ヲ
命
令
ゼ
ラ
ル
」
も
小
久
保
医
師
の
指
示
で
、
肺
患
の
進
行
が
厳
し
く
な
っ
た
。

（
7
）
三
並
良
（
一
八
六
五
～
一
九
四
〇
）
は
ド
イ
ツ
哲
学
者
。
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
牧
師
と
な
り
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
会
長
に
。
増

野
と
の
関
係
は
現
時
点
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

十
月
一
日	

雨　

自
由
堂
へ
出
状　

栗
原
勝
次
ヨ
リ
来
状　

山
﨑
鉄
太
郎
来
訪

十
月
二
日	
晴　

安
部
へ
出
状

十
月
三
日	
雨　

約
束 

撰マ
マ

挙
資
格
証
明　

ケ
ー
ル
ン
へ
出
状　

桜
井
来
訪

十
月
四
日	

晴　

約
束 
同
届　

公
平
ヲ
小
石
川
区
役
所
ニ
遣
ス
」
ケ
ー
ル
ン
、
小
久
保
来
訪　

自
由
堂
、
松
尾
へ
出
状　

安
部
ヨ
リ
来
状　

安
部
へ
出
状

十
月
五
日	

晴　

津
和
野
社
ヨ
リ
来
状

十
月
六
日	

晴　

三
並
、
栗
原
へ
出
状　

新
社
会
劇
発
起
人
ヨ
リ
来
状

十
月
七
日	

晴　

松
尾
、
三
並
ヨ
リ
来
状　

小
久
保
ヘ
出
状

十
月
八
日	

曇　

H
e that believeth shall not m

ake haste. ISA
.28:16

（
１
（.　

岡
田
［
、］
逸
見
ヘ
出
状　

安
部
ヨ
リ
手

紙
（
原
稿
）
来
ル　

乙
女
来
訪

十
月
九
日	

曇　

中
島
へ
原
稿
、
ケ
ー
ル
ン
へ
松
尾
原
稿
、
安
部
、
三
並
へ
手
紙
、
タ
イ
ム
ス
へ
月
賦
金
（
6
）
出
ス　

小
久
保
へ
「
高
貴
ナ
ル
人
格
」
ヲ
贈
ル（

２
（

十
月
十
日	

雨　

西
村
へ
手
紙
（
原
稿
）、
安
部
、
教
文
館
へ
出
状　

小
久
保
来
診

十
月
十
一
日	

雨　

グ
リ
ー
ン（

３
（

、
ケ
ー
ル
ン
へ
出
状　

タ
イ
ム
ス
、
横
浜
火
災
支
店
ヨ
リ
来
状

十
月
十
二
日	

雨　

ケ
ー
ル
ン
来
訪　

国
民
新
聞
へ
原
稿
送
ル（

（
（

　

水
平
、
三
並
ヨ
リ
来
状　

川
越
中
学
校
第
一
期
卒
業
生
鳥
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越
ヲ
総
代
ト
シ
テ
見
舞
ヲ
贈
ル（

（
（

十
月
十
三
日	

雨　

川
上
常
郎
、
岡
田
恒
輔
、
牛
込
紙
屋
へ
出
状　

望
月
来
訪

十
月
十
四
日	

晴　

小
久
保
来
診　

松
浦
来
訪　

ハ
ー
サ
ウ
エ
イ
、
河
内
堂
ヨ
リ
来
状　

ハ
ー
サ
ウ
エ
イ
、
河
内
堂
へ
出
状

十
月
十
五
日	

雨　

中
島
徳
蔵
へ
出
状
（
原
稿
）　

岡
田
、
新
ヨ
リ
来
状

十
月
十
六
日	

雨　

中
島
、
ロ
ブ
デ
ル
、
蘆
川
ヨ
リ
来
状　

ケ
ー
ル
ン
へ
出
状　

青
年
婦
人
矯
風
会
ヨ
リ
花
ヲ
贈
ル（

（
（

十
月
十
七
日	

雨　

万
朝
報
者
、
新
、
坂
本
直
、
ロ
ブ
デ
ル
へ
出
状　

岡
田
恒
輔
来
訪（

（
（

十
月
十
八
日	
晴　

約
束 

保
険
会
社　

山
﨑
忠
、
三
並
へ
出
状　
　

松
尾
ヘ
原
稿
出
ス　

坂
本
直
、
丁
酉
幹
事
ヨ
リ
手
紙
、

教
文
館
ヨ
リ
原
稿
来
ル　

ケ
ー
ル
ン
、
大
熊
来
訪　

教
文
館
へ
校
正
返
ス

十
月
十
九
日	

晴　

駒
込
へ
出
状　

小
久
保
来
診　

岸
本
、
椅
子
屋
来
訪

十
月
二
十
日	

晴　

乙
女
来
ル
、
お
萩
ヲ
作
ラ
シ
ム
、
波
多
野
、
丸
善
へ
出
状　

宮
田
ヨ
リ
来
状

十
月
二
十
一
日	

雨　

横
浜
火
災
ヨ
リ
来
状　

岡
田
恒
輔
ヨ
リ
来
状

十
月
二
十
二
日	

曇　

鈴
木
醇
、
岡
田
、
久
保
、
藤
原
、
加
藤
道
士
へ
出
状　

松
尾
ヨ
リ
原
稿
来
ル　

教
文
館
へ
原
稿
出
ス

十
月
二
十
三
日	

晴　

坂
上
へ
公
平
ヲ
遣
ス　

山
﨑
鉄
太
郎
来
訪

十
月
二
十
四
日	

晴　

鈴
木
醇
、
救
世
軍
ヨ
リ
来
状　

熊
田
、
若
林
へ
出
状

十
月
二
十
五
日	

雨　

安
部
、
宮
田
、
山
﨑
忠
、
岡
田
へ
出
状　

藤
原
ヨ
リ
来
状

十
月
二
十
六
日	

曇　

宮
田
、
安
部
宅
、
孔
子
教
会
、
同
志
社
校
友
会
、
岡
田
恒
ヨ
リ
来
状　

神
田
郵
便
局
へ
出
状

十
月
二
十
七
日	

晴　

辻
本
、
大
熊
へ
出
状　

宮
田
、
三
宅
、
若
林
ヨ
リ
来
状　

山
﨑
小
使
来
訪

十
月
二
十
八
日	

晴　

岸
辺
へ
原
稿
出
ス　

弘
道
館
ヨ
リ
来
状　

小
久
保
、
葛
岡
来
訪
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十
月
二
十
九
日	

雨　

宮
田
、
駒
込
、
山
﨑
鉄
、
ケ
ー
ル
ン
へ
出
状　

宮
内
、
岡
田
恒
ヨ
リ
来
状　

鈴
木
醇
来
訪

十
月
三
十
日	

曇　

大
掃
除　

平
野
ヨ
リ
来
状

十
月
三
十
一
日	

晴　

平
野
へ
出
状
（
一
枚
摺
共
）　

ケ
ー
ル
ン
来
訪

（
1
）「ISA

.28:16.

」
と
は
「
イ
ザ
ヤ
書
」
第
二
十
八
章
16
。「
そ
れ
ゆ
え
、
主
な
る
神
は
こ
う
言
わ
れ
る
。「
見
よ
、
わ
た
し
は
シ
オ

ン
に
一
つ
の
石
を
す
え
て
基
と
し
た
。
こ
れ
は
試
み
を
経
た
石
、
堅
く
す
え
た
尊
い
隅
の
石
で
あ
る
。『
信
ず
る
者
は
あ
わ
て
る

こ
と
は
な
い
』。
17
（
略
）」」
と
あ
る
（
日
本
聖
書
協
会
『
旧
約
聖
書
』
一
九
五
四
年
改
訳
、
九
七
八
頁
）。

（
2
）
小
久
保
と
は
八
月
～
一
一
月
に
か
け
て
五
回
ず
つ
行
き
来
し
て
い
る
。
小
久
保
医
師
と
は
別
人
と
思
わ
れ
る
が
、
人
物
は
不
詳
。

親
し
く
な
り
、
贈
呈
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
グ
リ
ー
ン
（D

aniel Crosby Greene, 

一
八
四
三
～
一
九
一
三
）
は
シ
カ
ゴ
神
学
校
か
ら
ア
ン
ド
ー
バ
ー
神
学
校
に
学
び
、

ア
メ
リ
カ
外
国
伝
道
委
員
会
か
ら
派
遣
さ
れ
、
一
八
六
九
年
に
来
日
し
た
。
八
二
年
か
ら
八
七
年
ま
で
同
志
社
英
学
校
で
教
え
た

が
、
そ
の
間
、
八
六
年
三
月
に
卒
業
目
前
の
増
野
ほ
か
八
名
の
五
年
生
が
教
育
方
針
を
め
ぐ
っ
て
衝
突
し
退
学
し
た
。
そ
れ
か
ら

四
半
世
紀
で
あ
る
。
増
野
は
何
を
書
き
送
っ
た
の
か
。
返
信
は
な
い
。
ア
ズ
バ
ン
の
日
記
に
よ
る
と
、
こ
の
年
四
月
二
一
日
に
は

ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
の
葬
儀
が
行
わ
れ
て
い
る
（『
夢
が
実
を
結
ぶ
ま
で
』
一
五
八
～
一
五
九
頁
）。
翌
年
に
増
野
が
、
そ
の
翌
々

年
に
は
グ
リ
ー
ン
も
他
界
す
る
。

（
4
）『
国
民
新
聞
』
へ
の
原
稿
に
つ
い
て
は
検
索
し
た
が
、
新
聞
記
事
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

（
5
）「
鳥
越
ヲ
総
代
ト
シ
テ
見
舞
」
の
総
代
は
鳥
越
錦
三
、
卒
業
生
は
三
〇
名
（
埼
玉
県
立
川
越
高
校
同
窓
会
『
会
員
名
簿
』
第
二

〇
号
、二
〇
一
九
年
）
で
あ
る
。
こ
の
見
舞
に
つ
い
て
は
一
回
生
の
岡
田
恒
輔
や
安あ

ん

部べ

立
郎
も
言
及
し
て
い
な
い
（『
筆
華
舌
英
』）。

増
野
も
他
の
と
こ
ろ
で
記
し
て
お
ら
ず
、
人
数
な
ど
も
不
明
で
あ
る
。

（
6
）
婦
人
矯
風
会
と
の
関
係
は
、
一
八
九
三
年
一
二
月
二
日
に
遡
る
。
当
時
米
国
か
ら
帰
国
直
後
だ
っ
た
増
野
は
女
子
学
院
で
開
催

さ
れ
た
同
会
の
年
会
後
に
演
説
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
（「
広
告　

本
年
の
年
会　

東
京
婦
人
矯
風
会
第
六
回
年
会
議
事
」『
婦
人
矯

風
雑
誌
』
第
三
号
、
一
八
九
四
年
一
月
二
日
）。
こ
れ
は
妻
竹
代
が
役
員
だ
っ
た
竹
越
与
三
郎
が
仲
介
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
時
の
演
説
の
「
主
意
」
は
「
改
革
の
大
本
領
」
と
い
う
内
容
で
、
矯
風
会
員
は
「
先
ず
家
庭
の
一
分
子
」
と
な
っ
て
、
キ
リ
ス
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一
六
〇

ト
の
犠
牲
に
習
い
「
真
の
改
良
家
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
語
っ
て
い
る
。
増
野
に
し
て
は
珍
し
く
民
党
と
政
府
党
と
の
「
政
事
上

の
事
」
に
言
及
し
た
う
え
で
、
改
革
者
の
心
構
え
を
述
べ
て
、「
余マ

マ

は
岡
山
孤
児
院
の
報
告
を
読
み
て
最
も
感
ず
る
は
、
困
難
に

遇
ひ
て
、
そ
の
主
義
を
変
ぜ
ず
、
固
く
之
を
信
ず
る
事
な
り
。
我
等
が
改
革
を
為
す
に
は
、
又
こ
の
精
神
を
要
す
。
是
れ
即
ち
順マ

マ

教
者
の
精
神
な
り
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
（「
改
革
の
大
本
領
」『
婦
人
矯
風
雑
誌
』
第
三
号
附
録
）。
な
お
、
増
野
は
矢
島
楫
子

と
も
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
が
あ
っ
た
。「
青
年
婦
人
部
」
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

（
7
）
岡
田
の
回
想
で
は
、「
四
十
三
年
の
秋
某
日
自
分
は
先
生
を
雑
司
ヶ
谷
の
寓
居
に
訪
ね
た
。
小
春
の
日
で
あ
つ
た
」、先
生
は
「
必

ず
全
快
し
て
六
十
歳
ま
で
働
き
度
い
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。
恢
復
後
は
保
養
に
「
知
己
門
弟
を
訪
ね
つ
ゝ
、
入
間
、
比
企
、
秩

父
の
田
舎
を
巡
つ
て
見
度
い
」
と
語
ら
れ
た
（「
増
野
悦
興
先
生
伝
」『
筆
華
舌
英
』）
と
い
う
。

十
一
月
一
日	

晴　

約
束 

都
屋　

神
田
郵
便
局
、
大
西
追
悼
会
発
起
人
、
蘆
川
ヨ
リ
来
状　

鈴
木
晋
一
、
警
保
局
図
書
課

へ
出
状　

長
野
へ
出
状

十
一
月
二
日	

曇　

鈴
木
晋
一
、
青
年
矯
風
会
員
来
訪（

１
（

　

大
西
追
悼
会
へ
出
状

十
一
月
三
日	

雨　

望
月
松
太
郎
、
小
久
保
来
訪

十
一
月
四
日	

晴　

宮
田
ヘ
出
状　

中
島
徳
蔵
ヨ
リ
来
状

十
一
月
五
日	

晴　

約
束 

基
教
徒
ナ
ル
ノ
道
冊
子
日
附（

２
（

　

乙
女
来
リ
膝
掛
布
団
ヲ
作
ル　

中
島
、
安
部
へ
出
状　

中
島
、

宮
田
ヨ
リ
来
状

十
一
月
六
日	

晴　

大
工
へ
出
状

十
一
月
七
日	

晴　

タ
イ
ム
ス
へ
出
状

十
一
月
八
日	

晴　

大
工
、
小
久
保
、
家
主
来
訪　

山
﨑
鉄
へ
出
状　

長
野
ヨ
リ
来
状

十
一
月
九
日	

晴　

紀
平
［
正
美（

３
（

］
来
訪　

岡
田
正
男
、
小
石
川
区
役
所
（
公
平
寄
留
届（

（
（

）
へ
出
状
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一
六
一

十
一
月
十
日	

雨　

鈴
木
醇
、
岡
田
恒
ヨ
リ
来
状

十
一
月
十
一
日	

晴　

丁
酉
幹
事
、
宮
川
保
全
ヨ
リ
来
状　

宮
川
保
全
へ
出
状

十
一
月
十
二
日	

晴　

河
内
堂
ヨ
リ
校
正
来
ル　

岡
田
哲
蔵
、
タ
イ
ム
ス
ヨ
リ
来
状

十
一
月
十
三
日	

晴　

岡
田
哲
蔵
へ
出
状

十
一
月
十
四
日	
曇　

大
工
来
リ
押
入
ヲ
造
ル　

中
島
（
原
稿（

（
（

）
へ
出
状

十
一
月
十
五
日	
晴　

小
久
保
来
診

十
一
月
十
六
日	

曇　

ロ
ブ
デ
ル
、
鳥
越
ヨ
リ
来
状

十
一
月
十
七
日	

晴　

鳥
越
へ
出
状

十
一
月
十
八
日	

晴　

始マ
マ

メ
テ
結
氷
ス　

鈴
木
醇
、
丁
酉
幹
事
ヨ
リ
来
状　

駒
込
（
五
、）、
早
稲
田
大
学
へ
出
状　

山
﨑
忠
、

岡
田
正
男
来
訪

十
一
月
十
九
日	

晴　

乙
女
来
訪

十
一
月
二
十
日	

晴　

家
族
会
幹
事
へ
出
状

十
一
月
二
十
一
日　

晴　

甲
藤
ヨ
リ
来
状　

岡
田
恒
輔
来
訪（

（
（

十
一
月
二
十
二
日　

晴　

ロ
ブ
デ
ル
へ
出
状　

岡
田
正
男
、
落
合
兼
広
ヨ
リ
来
状

十
一
月
二
十
三
日　

曇　

小
久
保
来
診　

鈴
木
醇
、
山
﨑
ハ
ツ
、
小
山
正
武
ヨ
リ
来
状　

小
山
、
落
合
ヘ
出
状

十
一
月
二
十
四
日　

晴　

山
岡
ヨ
リ
来
状

十
一
月
二
十
五
日　

晴　

竹
越
ヨ
リ
来
状　

坂
上
へ
出
状

十
一
月
二
十
六
日　

晴　

山
﨑
忠
次
郎
来
訪
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一
六
二

十
一
月
二
十
七
日　

晴　

鈴
木
醇
、
平
野
、
坂
上
ヨ
リ
来
状

十
一
月
二
十
八
日　

晴　

坂
本
直
三
郎
ヨ
リ
来
状　

坂
本
、
安
部
、
駒
込
へ
出
状

十
一
月
二
十
九
日　

晴　

小
久
保
来
診　

逸
見
ヨ
リ
来
状

十
一
月
三
十
日	

雨　

初
雪

（
1
）
青
年
矯
風
会
員
と
青
年
婦
人
風
会
員
と
の
違
い
は
分
か
ら
な
い
。
来
訪
は
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
の
少
女
た
ち
が
禁
酒
会
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。

（
2
）『
基
教
徒
ナ
ル
ノ
道
』
は
ケ
ー
ル
ン
の
小
冊
子
第
四
集
で
あ
る
。

（
3
）
紀
平
正
美
（
一
八
七
四
～
一
九
四
九
）
は
哲
学
者
。
國
學
院
大
學
講
師
。『
成
民
』
第
三
巻
第
一
号
（
通
巻
第
一
二
号
、
一
九

〇
八
年
九
月
一
八
日
）
に
「
病
中
の
回
想
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。

（
4
）
寄
留
届
を
し
て
増
野
公
平
が
同
居
し
、
看
護
に
あ
た
っ
た
。

（
5
）
岡
田
の
回
想
に
「
四
十
三
年
秋
に
な
つ
て
か
ら
は
病
蓐
に
仰
臥
し
た
ま
ゝ
弟
君
に
口
授
し
て
原
稿
を
筆
記
せ
し
め
ら
れ
た
。
身

体
の
機
能
が
衰
へ
る
反
対
に
精
神
の
機
能
が
敏
活
と
な
り
諸
種
の
問
題
に
就
て
会
心
の
思
想
が
油
然
と
し
て
湧
き
出
づ
る
を
覚
え

る
と
語
ら
れ
た
事
が
あ
つ
た
」（「
増
野
悦
興
先
生
伝
」『
筆
華
舌
英
』）
と
あ
る
。

（
6
）
岡
田
は
翌
一
一
年
一
月
か
ら
一
年
志
願
兵
と
し
て
宇
都
宮
連
隊
に
入
営
し
た
。
い
と
ま
ご
い
に
上
が
っ
た
際
に
、「
容
態
に
も

似
ず
輝
く
お
顔
と
元
気
克
い
声
で
、
平
常
は
各
其
職
務
に
励
み
、
一
朝
事
あ
る
の
日
は
剣
を
執
り
て
国
家
の
為
に
尽
す
是
れ
男
児

の
本
懐
で
あ
る
」、「
今
や
日
米
の
関
係
急
で
国
家
の
将
来
は
益
々
多
事
で
あ
ら
う
」、「
充
分
に
軍
事
を
研
究
し
国
家
危
急
の
場
合

に
は
剣
を
揮
つ
て
自
分
の
分
ま
で
国
家
に
尽
し
て
呉
れ
と
励
ま
さ
れ
た
」（「
増
野
悦
興
先
生
伝
」『
筆
華
舌
英
』）
と
い
う
。
こ
れ

が
最
後
の
別
れ
と
な
っ
た
。

十
二
月
一
日	

晴　

中
島
徳
蔵
へ
出
状

十
二
月
二
日	

曇　

竹
中
、
高
田
ヨ
リ
来
状　

安
部
、
蘆
川
へ
出
状　

松
浦
来
訪
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一
六
三

十
二
月
三
日	

曇　

蘆
川
ヨ
リ
来
状

十
二
月
四
日	

晴　

安
部
ヨ
リ
来
状

十
二
月
五
日	

晴　

小
久
保
来
診　

蘆
川
、
中
島
徳
蔵
ヨ
リ
来
状

十
二
月
六
日	

晴　

坂
本
、
丁
酉
幹
事
、
浦
口
ヨ
リ
来
状

十
二
月
七
日	
晴　

津
和
野
社
幹
事
、
岸
本
、
広
津
、
岡
田
恒
ヨ
リ
来
状　

岡
田
、
岸
本
へ
出
状　

山
﨑
忠
へ
出
状
［
、］

小
沢
ヨ
リ
来
状

十
二
月
八
日	

曇　

大
熊
来
訪　

小
沢
へ
小
包
出
ス　

博
文
館
ヨ
リ
来
状　

駒
込
へ
出
状

十
二
月
九
日	

晴　

安
部
、
山
﨑
忠
来
訪　

博
文
館
へ
出
状

十
二
月
十
日	

曇　

氷
点　

河
内
堂
、
ア
ズ
バ
ン
（
二
、
五
）
へ
出
状　

ケ
ー
ル
ン
ヨ
リ
来
状　

タ
イ
ム
ス
へ
送
金

十
二
月
十
一
日	

晴　

ケ
ー
ル
ン
へ
出
状

十
二
月
十
二
日	

晴　

寒　

ケ
ー
ル
ン
、
中
島
、
児
童
研
究
会
ヨ
リ
来
状　

ロ
ブ
デ
ル
、
中
島
、
山
室
（
小
包
）
へ
出
状

十
二
月
十
三
日	

晴　

断
髪　

村
井
美
子（

１
（

来
訪　

タ
イ
ム
ス
ヨ
リ
来
状

十
二
月
十
四
日	

晴　

平
野
へ
小
包
出
ス

十
二
月
十
五
日	

晴　

ハ
ー
サ
ウ
エ
イ
、
山
室
、
田
宮
、
水
平
ヨ
リ
来
状　

乙
女
来
訪

十
二
月
十
六
日	

晴　

タ
イ
ム
ス
、
ロ
ブ
デ
ル
ヨ
リ
来
状

十
二
月
十
七
日	

晴　

初
雪　

ケ
ー
ル
ン
、
山
﨑
へ
出
状

十
二
月
十
八
日	

晴　

安
部
へ
出
状

十
二
月
十
九
日	

晴　

駒
込
、
ロ
ブ
デ
ル
へ
出
状　

平
野
ヨ
リ
来
状　

ケ
ー
ル
ン
来
訪
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一
六
四

十
二
月
二
十
日	

曇　

ロ
ブ
デ
ル
、
駒
込
ヨ
リ
来
状

十
二
月
二
十
一
日　

曇　

坂
上
、
ケ
ー
ル
ン
、
岡
田
へ
出
状　

南
湖
院（

２
（

ヨ
リ
来
状

十
二
月
二
十
二
日　

晴　

南
湖
院
、
逸
見
、
谷
へ
出
状　

ケ
ー
ル
ン
、
安
部
、
蘆
川
ヨ
リ
来
状　

小
久
保
来
診

十
二
月
二
十
三
日　

晴　

教
会
会
計
、
中
島
徳
、
ロ
ブ
デ
ル
ヨ
リ
来
状

十
二
月
二
十
四
日　

晴　

中
島
、
ケ
ー
ル
ン
へ
出
状

十
二
月
二
十
五
日　

晴　

三
笠
、
松
居
来
訪

十
二
月
二
十
六
日　

晴　

安
部
へ
出
状

十
二
月
二
十
七
日　

晴　

小
久
保
来
診
、
植
木
来
訪　

ア
ズ
バ
ン
へ
出
状

十
二
月
二
十
八
日　

晴

十
二
月
二
十
九
日　

晴　

ケ
ー
ル
ン
、
平
野
へ
出
状

十
二
月
三
十
日	

晴　

三
並
ヨ
リ
来
状

十
二
月
三
十
一
日　

雪　

蘆
川
、
大
熊
ヨ
リ
来
状　

小
久
保
来
診（

３
（

。

（
1
）
村
井
美
子
は
村
井
知
至
の
妻
。
夫
の
伝
言
で
の
訪
問
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
南
湖
院
は
同
志
社
英
学
校
の
学
友
高
田
畊
安
が
院
長
を
し
て
い
た
東
洋
内
科
医
院
の
療
養
施
設
で
、
茅
ケ
崎
の
海
浜
に
あ
っ
た

が
、
増
野
に
は
転
地
療
養
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。

（
3
）
小
久
保
医
院
に
は
七
月
に
三
回
通
院
し
て
い
る
。
小
久
保
医
師
の
来
診
は
九
月
二
回
・
一
〇
月
三
回
・
一
一
月
三
回
・
一
二
月

が
四
回
、
四
カ
月
で
一
二
回
に
及
ん
で
い
る
。
翌
一
九
一
一
年
五
月
一
七
日
に
は
高
田
病
院
（
東
洋
内
科
医
院
）
に
入
院
と
な
る
。
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金銭支出簿

月日		  　摘要	 円銭厘

1.	4 .	 電車切符	 0.850

	6 .	 租税	5 .350

	9 .	 駒込へ	3 .000

	14 .	 ランプ	 .480

	17 .	 電車切符	 .850

	17 .	 弁当屋	1 .140

	19 .	 日本生命	2 .800

	19 .	 駒込へ	4 .000

	19 .	 東京教会	 .250

	2 0.	 点灯料	 .360

	22 .	 同志社校友会	1 .000

	24 .	 租税	6 .330

	24 .	 電車切符	 0.850

	29 .	 家賃	9 .000

	29 .	 北文館	 .850

	29 .	 三河屋	3 .840

	29 .	 米屋	4 .000

	29 .	 下男へ	3 .640

	3 0.	 弁当屋	 .900

	3 0.	 事務所	1 .100

	3 0.	 筆工料	1 .600

	3 0.	 駒込へ	5 .000

	31 .	 新聞	 .250

	31 .	 車屋	 .300

		 ［計	57 .740］

2.	2 .	 都屋	4 .500

	3 .	 駒込へ	3 .000

	4 .	 教材	2 .000

	1 0.	 駒込へ	3 .500

	13 .	 平岡へ	5 .000

	18 .	 車、灯	1 .310

	19 .	 駒込へ	5 .000

	19 .	 筆工料	1 .900

	23 .	 袷新調	2 .730

	26 .	 シャツ代	1 .200

	26 .	 駒込へ	5 .000

	26 .	 北文館	 .420

	26 .	 家賃	9 .000

		 ［計	44 .560］

3.	5 .	 駒込へ先月分	1 .500

	9 .	 駒込へ	2 .500

	19 .	 駒込へ	5 .000

	19 .	 平岡へ	4 .360

	29 .	 駒込へ	3 .500

	29 .	 行李	 .700

	31 .	 信玄袋	 .850

	31 .	 家賃	9 .000

		 ［計	27 .410］

4.	6 .	 駒込へ先月分	5 .000

	7 .	 租税	6 .330

	9 .	 駒込へ	3 .000

	13 .	 三河屋	4 .140

	14 .	 大工払	2 .180

	14 .	 鍬	 .500

	16 .	 東亜協会	1 .000

	19 .	 日本生命	2 .800

	19 .	 駒込へ	3 .000

	19 .	 点灯料	 .360

	27 .	 下男へ	1 .400

	29 .	 駒込へ	4 .000

	29 .	 米屋	5 .000

	3 0.	 新聞	 .210

	3 0.	 北文館	 .390

	3 0.	 丁酉会	1 .000

	3 0.	 家賃	9 .000

		 ［計	49 .310］
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5.	1 .	 都屋	4 .500

	7 .	 駒込へ先月分	4 .000

	12 .	 駒込へ	3 .000

	12 .	 波多野へ	2 .850

	18 .	 下男へ	 .500

	19 .	 駒込へ	5 .000

	21 .	 下男へ	1 .000

	23 .	 点灯料	 .360

	23 .	 家賃	9 .000

	24 .	 書籍	 .450

	25 .	 弁当代	 .470

	26 .	 下男へ	2 .500

	29 .	 丁酉会	1 .300

	3 0.	 三河屋	5 .000

	3 0.	 米屋	3 .000

	3 0.	 駒込へ	4 .000

	3 0.	 北文館	 .370

	3 0.	 新聞	 .250

	3 0.	 老婢へ	 .300

		 ［計	47 .850］

6.	1 .	 老婢へ	1 .000

	4 .	 蚊帳	 .850

	6 .	 老婢へ	 .500

	1 0.	 駒込へ先月分	3 .000

	1 0.	 駒込へ	2 .000

	19 .	 点灯料	 .360

	2 0.	 駒込へ	3 .000

	23 .	 鼠入ラズ	 .950

	26 .	 米屋	3 .000

	26 .	 家賃	9 .000

	26 .	 老婢へ	1 .500

	27 .	 北文館	 .325

	28 .	 日本生命	2 .800

	29 .	 駒込へ	3 .000

	3 0.	 三河屋	3 .245

		  八百屋	2 .280

		  新聞	 .250

		 ［計	37 .060］

7.	3 .	 下婢へ	1 .000

	9 .	 津和野社	 .700

	9 .	 駒込へ	3 .000

	16 .	 中元用	2 .500

	2 0.	 駒込へ	5 .000

	21 .	 点灯料	 .360

	24 .	 教会費	 .300

	26 .	 家賃	9 .000

	27 .	 下婢	2 .500

	27 .	 米屋	3 .000

	31 .	 洗濯屋	 .235

	31 .	 牛乳屋	1 .160

	31 .	 八百屋	1 .130

	31 .	 三河屋	1 .280

	31 .	 北文館	 .250

		 ［計	31 .415］

8.	1 .	 都屋	4 .500

	1 .	 下婢へ	1 .000

	2 .	 新聞七月分	 .370

	11 .	 駒込へ	3 .000

	13 .	 東亜協会	1 .000

	19 .	 駒込へ	5 .000

	25 .	 点灯料	 .360

	28 .	 米屋	3 .000

	3 0.	 家賃	9 .000

	3 0.	 下婢	2 .500

	31 .	 牛乳屋	1 .240

	31 .	 車屋	1 .400

	31 .	 八百屋	 .770

	31 .	 三河屋	2 .000

	31 .	 北文館	 .350
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	31 .	 新聞	 .550

	31 .	 教会費	 .300

		 ［計	36 .340］

9.	5 .	 駒込へ	1 .000

	9 .	 駒込へ	2 .000

	14 .	 公平へ	 .500

	19 .	 駒込へ	6 .000

	19 .	 材木	 .920

	19 .	 点灯料	 .360

	21 .	 公平月謝	 .600

	21 .	 砥皮	 .600

	22 .	 租税	6 .350

	27 .	 灌腸器	 .360

	29 .	 教会費	 .300

	29 .	 家賃	9 .000

	3 0.	 米屋	2 .000

	3 0.	 三河屋	2 .450

	3 0.	 八百屋	1 .440

	3 0.	 牛乳屋	1 .320

	3 0.	 洗濯	 .250

	3 0.	 北文館	1 .080

	3 0.	 車屋	2 .420

	3 0.	 新聞	 .550

		 ［計	39 .500］

10.	1 .	 公平小使	 .500

		  冬物洗濯	2 .120

	5 .	 大工払	1 .300

	8 .	 駒込へ	2 .000

	13 .	 畳屋	1 .025

	16 .	 公平小使	 .500

	18 .	 日本生命	2 .800

	19 .	 駒込へ	5 .000

	2 0.	 公平月謝	 .600

	2 0.	 同志社校友会	1 .000

	21 .	 教会費	 .300

	22 .	 福音新報	1 .350

	24 .	 米屋	3 .000

	27 .	 家賃	9 .000

	28 .	 堅椅子	4 .000

	28 .	 点灯料	 .360

	29 .	 駒込へ	5 .000

	3 0.	 北文館	 .800

	31 .	 牛乳屋	2 .480

	31 .	 三河屋	2 .690

	31 .	 洗濯	 .240

	31 .	 新聞屋	 .830

		 ［計	46 .895］

11.	1 .	 公平小使	 .500

	1 .	 都屋	4 .500

	5 .	 公平パッチ	 .500

	5 .	 駒込へ	2 .000

	16 .	 公平小使	 .500

	18 .	 駒込へ	 ５.000

	18 .	 公平月謝	 .600

	18 .	 教会費	 .300

	22 .	 点灯料	 .360

	24 .	 米屋	3 .000

	24 .	 火鉢	 .400

	25 .	 租税	6 .350

	27 .	 大工払	5 .000

	28 .	 駒込へ	2 .000

	28 .	 家賃	9 .000

	3 0.	 三河屋	3 .000

	3 0.	 八百屋	3 .000

	3 0.	 牛乳屋	1 .960

	3 0.	 新聞屋	 .830

	3 0.	 北文館	1 .020

	3 0.	 車屋	 .850

	3 0.	 肉屋	1 .060
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		 ［計	51 .730］

12.	1 .	 公平小使	 .500

	8 .	 駒込へ	2 .000

	11 .	 座布団	1 .250

	15 .	 筆記台	 .380

	15 .	 公平小使	 .500

	15 .	 駒込へ	 .500

	19 .	 駒込へ	5 .000

	19 .	 公平月謝	 .600

	19 .	 内藤払	2 .100

	21 .	 教会費	 .300

	21 .	 点灯料	 .360

	24 .	 新聞屋	 .680

	24 .	 日本生命	2 .800

	24 .	 大工払	2 .000

	25 .	 家賃	9 .000

	27 .	 歳暮用	4 .150

	29 .	 駒込へ	2 .500

	29 .	 公平薬	 .500

	29 .	 北文館	 .160

	29 .	 肉屋	1 .000

	29 .	 米屋	3 .240

	31 .	 三河屋	5 .260

	31 .	 八百屋	2 .150

	31 .	 牛乳屋	1 .040

	31 .	 洗濯屋	 .090

		 ［計	48 .060］

［1年間合計］

1.	57 .740

2.	44 .560

3.	27 .410

4.	49 .310

5.	47 .850

6.	37 .060

7.	31 .415

8.	36 .340

9.	39 .500

10.	46 .895

11.	51 .730

12.	48 .060

合計	517 .870� ［1910（明治43）］

＊﻿ただし、日記にある「タイムス」への6

回の送金（4.9，5.10，6.23，8.13，10.9，

12.1.）［36円か］を入れると、553.870と

なる。

［検温記録］（人名簿欄に記入）

午前	 正午	 午後	 月日

37.1	36 .9	37 .4	  9.29.

36.6	36 .8	38 .2	  9.30.

36.6	36 .9	37 .3	1 0. 1.

36.0	36 .3	36 .9	1 0. 2.

36.0	36 .4	37 .3	1 0. 3.

36.6	36 .9	37 .7	1 0. 4.

36.3	36 .4	37 .0	1 0. 5.

36.8	36 .8	37 .0	1 0. 6.

36.6	37 .1	37 .7	1 0. 7.

36.2	36 .9	37 .4	1 0. 8.

36.3	36 .4	36 .9	1 0. 9.

37.0	36 .9	37 .1	1 0.10.

36.8	37 .4	37 .5	1 0.11.

36.3	36 .9	37 .2	1 0.12.

36.4	36 .8	37 .3	1 0.13.

36.3	37 .4	37 .2	1 0.14.

36.2	37 .0	37 .2	1 0.15.

36.1	37 .5	37 .3	1 0.16.

36.4	36 .5	37 .1	1 0.17.

36.2	36 .6	36 .9	1 0.18.

36.3	36 .5	37 .3	1 0.19.

36.4	36 .9	37 .4	1 0.20.
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36.5	36 .8	37 .4	1 0.21.

36.3	36 .5	37 .1	1 0.22.

36.3	36 .4	37 .1	1 0.23.

36.3	36 .5	37 .5	1 0.24.

36.3	36 .8	37 .0	1 0.25.

36.3	36 .8	37 .6	1 0.26.

36.3	36 .9	38 .2	1 0.27.

36.1	36 .6	37 .3	1 0.28.

36.2	36 .6	37 .9	1 0.29.

36.2	36 .6	36 .8	1 0.30.

36.3	36 .8	36 .9	1 0.31.

36.2	36 .8	37 .6	11 . 1.

36.3	36 .8	37 .4	11 . 2.

36.4	36 .8	37 .3	11 . 3.

36.2	36 .7	37 .4	11 . 4.

36.2	36 .6	37 .3	11 . 5.

36.3	36 .5	37 .3	11 . 6.

36.4	36 .8	38 .1	11 . 7.

36.3	37 .8	36 .8	11 . 8.

36.2	36 .5	36 .6	11 . 9.

36.3	36 .5	36 .5	11 .10.

36.2	36 .4	36 .6	11 .11.

36.3	36 .4	36 .5	11 .12.

36.3	37 .1	36 .9	11 .13.

36.2	36 .5	37 .1	11 .14.

36.4	37 .2	37 .6	11 .15.

36.3	36 .7	37 .4	11 .16.

36.3	36 .8	37 .5	11 .17.

36.3	36 .6	37 .1	11 .18.

36.4	36 .9	37 .7	11 .19.

36.2	36 .8	37 .3	11 .20.

36.3	36 .6	37 .3	11 .21.

36.4	36 .7	37 .2	11 .22.

36.3	36 .5	36 .9	11 .23.

36.2	36 .4	36 .8	11 .24.

36.3	36 .5	37 .0	11 .25.

36.3	36 .4	36 .6	11 .26.

36.3	36 .5	36 .9	11 .27.

	 ［空白］		11  .28.

	 ［空白］		11  .29.

	 ［空白］		11  .30.

	 ［空白］		12  . 1.

36.3	36 .4	36 .7	12 . 2.

36.3	36 .5	37 .6	12 . 3.

36.4	36 .4	37 .2	12 . 4.

36.3	36 .5	37 .3	12 . 5.

	 ［空白］		12  . 6.

	 ［空白］		12  . 7.

		37  .1	12 . 8.

		37  .0	12 . 9.

		36  .8	12 .10.

		37  .2	12 .11.

		36  .7	12 .12.

		36  .8	12 .13.

		37  .1	12 .14.

		36  .8	12 .15.

		36  .9	12 .16.

		36  .8	12 .17.

		37  .0	12 .18.

		36  .8	12 .19.

		36  .8	12 .20.

		  ［空白］	12 .21.

		  ［欠］	12 .22.

		38  .3	12 .23.

		37  .2	12 .24.

		37  .3	12 .25.

		37  .5	12 .26.

		37  .3	12 .27.

	    以下［欠］
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［定期支出］

津和野社	1 年	7 0銭

東京教会	1 月	3 0銭

同志社校友会	 半年	1 円

丁酉倫理会	1 月	1 0銭

東亜協会	 半年	1 円

家賃	1 月	9 円

日本生命掛金	3 月	2 円80銭

奥付裏の各種日記広告頁上段メモ

十日 2　　二十日 5　　月末 2
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［
第
廿
二
号
］
内
表
紙

紀
元
二
千
五
百
六
十
九
年

明
治
巳
酉
四
十
二
年
懐
中
日
記　

西
暦
千
九
百
九
年

上
部
書
き
込
み　

H
e shall not strive nor cry.

下
部
書
き
込
み
「
不
競
不
喧
」

縦
一
五
〇
セ
ン
チ　

横
一
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
セ
ン
チ

［
第
廿
三
号
］
内
表
紙

紀
元
二
千
五
百
七
十
年

明
治
庚
戊
四
十
三
年
懐
中
日
記　

西
暦
千
九
百
十
年

上
部
書
き
込
み　

殺
我

縦
一
五
〇
セ
ン
チ　

横
一
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
セ
ン
チ

［
第
廿
四
号
］
内
表
紙

紀
元
二
千
五
百
七
十
一
年

明
治
辛
亥
四
十
四
年
懐
中
日
記　

西
暦
千
九
百
十
一
年

上
部
書
き
込
み　

信
忍
勤

縦
一
五
〇
セ
ン
チ　

横
一
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
セ
ン
チ
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七
二

［
第
廿
三
号
］
金
銭
支
出
簿　

九
月
～
十
月



増
野
悦
興
の
晩
年
の
『
日
記
』
と
日
本
同
仁
基
督
教
会
（
二
）﻿

一
七
三

「
故
増
野
悦
興
君
肖
像
」『
丁
酉
倫
理
会　

倫
理
講
演
集
』
第
一
一
一
輯
（
一
九
一
一
年
一
一
月
一
〇
日
）

解
題第

廿
三
号
（
一
九
一
〇
年
）
の
『
日
記
』
も
、
人
名
に
つ
い
て
は
姓
の
み
で
名
前
が
分
か
ら
ず
、
現
時
点
で
は
人
物
を
特
定
で
き

な
い
部
分
が
多
く
あ
る
。
以
下
、
今
回
も
『
日
記
』
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
の
時
期
の
日
本
同
仁
基
督
教
会
の
動
向
と
増
野
の
日
常
生

活
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

日
本
同
仁
基
督
教
会
の
動
向
（
二
）

第
廿
二
号
（
一
九
〇
九
年
）
の
『
日
記
』
の
翻
刻
後
、
東
京
目
白
の
キ
リ
ス
ト
教
同
仁
社
団
図
書
室
（
資
料
室
）
で
の
調
査
と
並

行
し
て
、
宣
教
師
か
ら
ア
メ
リ
カ
本
部
へ
の
報
告
書
の
存
在
も
含
め
て
、
ボ
ス
ト
ン
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
協
会
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一
七
四

（U
nitarian U

niversalist A
ssociation

）
へ
手
紙
と
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
を
し
た
が
、
返
信
を
い
た
だ
け
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

ハ
ー
バ
ー
ド
神
学
校
図
書
館
が
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
協
会
の
記
録
の
公
式
保
管
場
所
で
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
リ
ス
ト
の
日
本
へ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
一
部
は
、Russell 

M
iller “T

he Larger H
ope,T

he Second Century of the U
niversalist Church in A

m
erica 1870–1970,”

に
引
用
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
神
学
校
図
書
館
所
蔵
資
料
カ
タ
ロ
グ
に
あ
る
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
協

会
の
日
本
関
係
資
料
リ
ス
ト
も
入
手
で
き
た
。
こ
れ
は
今
後
調
査
を
継
続
し
た
い
。

本『
日
記
』の
眼
目
は
、宣
教
師
ケ
ー
ル
ン
と
の
活
動
で
あ
る
。
一
九
〇
九
年
八
月
二
八
日
に「
ユ
ニ
ヴ
ァ
サ
リ
ス
ト
教
会
」を「
日

本
同
仁
基
督
教
会
」
へ
と
名
称
変
更
し
た
米
人
宣
教
師
ケ
ー
ル
ン
と
増
野
は
、
教
会
の
刷
新
を
相
談
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
名
称
変

更
に
つ
い
て
、“T

he Larger H
ope”

（p. 427

）
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

So U
chu Shinkyo w

as droppend in 1906 and the English w
ords “U

niversalist Church” w
ere used until 

som
e other designation could be found. T

hose w
ords, being com

pletely foreign and therefore m
eaningless 

to the Japanese, had to be discarded, and in 1909 a new
 nam

e w
as decided upon w

hich m
et w

ith the 

unanim
ous  approval of the Japanese U

niversalist m
inisters, nam

ely N
ippon (N

ihon) D
ojiin C

hristo 

(K
irisuto) K

yok (w
) ai. T

his w
as translated either as “Japanese Im

partial Love Christian Church” or, m
ore 

euphoniously, as “Japanese Christian Church of Im
partial Love”

67 T
he new

 nam
e had been suggested by 

H
oshino.

67 U
niversalist Leader 12 (27 N

ovem
ber 1909): 1515–16.
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一
七
五

そ
の
た
め
、
一
九
〇
六
年
に
宇
宙
神
教
の
名
は
廃
止
さ
れ
、
他
の
呼
称
が
見
つ
か
る
ま
で
英
語
の
「U

niversalist 

Church

」
が
使
わ
れ
た
。
こ
の
言
葉
は
日
本
人
に
と
り
全
く
の
外
来
語
で
、
意
味
を
な
さ
ず
、
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、一
九
〇
九
年
に
、日
本
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
の
牧
師
た
ち
が
満
場
一
致
で
承
認
し
た
新
し
い
名
称
で
あ
る
「N

ippon 

(N
ihon) D

ojiin Christo (K
irisuto) K

yok (w
) ai.

」
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
名
称
は
星
野
が
提
案
し
、「
日
本
同
仁
基
督
教

会
」
と
命
名
さ
れ
た
�

。
67 U

niversalist Leader 12 (27 N
ovem

ber 1909) :1515–16.

こ
の
「by H

oshino

」
は
、「by M

ashino

」
の
誤
認
で
、同
本
の
索
引
に
は
「H

oshino

」
も
「M

ashino

」
も
出
て
い
な
い
。
ハ
ー

バ
ー
ド
神
学
校
図
書
館
にU

niversalist Leader 12 

を
照
会
し
た
と
こ
ろ
、ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
の
協
力
で
同
紙
二
四
頁
分
の
ス
キ
ャ

ン
デ
ー
タ
を
送
付
し
て
い
た
だ
い
た
。
米
国
の
資
料
中
に
初
め
て
「Y

. M
ashino

」
の
名
と
写
真
、
増
野
の
英
文
報
告
「A

 

Sum
m

er V
acation in the H

ouse of O
ur Father

」
を
確
認
で
き
た
。
印
字
が
不
鮮
明
で
判
読
に
時
間
は
か
か
る
が
、
詳
細
に

つ
い
て
は
『
日
記
』（
三
）
の
翻
刻
時
に
紹
介
・
解
説
を
し
た
い
。

増
野
は
飯
田
町
教
会
で
の
祈
祷
会
草
稿
で
、
沖
津
の
葬
儀
（
八
月
一
三
日
、
本
『
日
記
』
の
「
故
沖
津
紀
念
」
は
一
年
後
の
一
〇

年
八
月
七
日
）
後
、
ほ
ど
な
い
時
期
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（『
明
治
四
十
二
年
秋
以
降 

飯
田
町
祈
祷
会
』
草
稿
）。

1
、「
称
ヘ
ラ
ル
べ
シ
」
―
名
ハ
実
ノ
賓
ニ
過
ギ
ズ
―
教
会
刷
新
ノ
要
旨

教
会
ニ
於
ケ
ル at hom

e 

ノ
意
義
、
心
霊
ノ
向
上
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一
七
六

2
、
空
間
上
ノ
聖
別
ト
時
間
上
ノ
聖
別
―
空
気
作
成
（
魚
ト
水
）

「
ケ
ー
ル
ン
」
氏
ノ
宣
言
（
本
会
ノ
根
本
的
性
質

〇
哥
後　

三
6　

霊
ハ
生
カ
ス　

T
he Spirit giveth Life.

「
ケ
ー
ル
ン
」
氏
ノ
為
メ
ニ
自
由
派
三
教
会
過
去
ノ
功
績
を
陳
ズ

（
1
）「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
」
派
ト
他
教

（
2
）
独
逸
派
ト
聖
書

基
督
ノ
生
前
処
女
ノ
如
ク
ナ
リ
シ
弟
子
等
基
督
ノ
死
后
脱
兎
ノ
如
ク
変
化
セ
ル
ハ
何
故
ゾ

此
ノ
経
句
ハ
之
ヲ
説
明
セ
リ

１
、
彼
等
ハ
神
ニ
頼
レ
リ
、
斯
ク
テ
彼
等
ハ
祈
レ
リ

２
、
聖
霊
ハ
彼
等
ニ
降
レ
リ
、
彼
等
ガ
祈
リ
シ
故
ニ

見
ル
ベ
シ
祈
祷
ハ
彼
等
ノ
活
機
ナ
リ
シ
コ
ト
ヲ

「
哥
後　

三
6
」
は
新
約
聖
書
の
「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
二
の
手
紙
」
第
三
章
6
で
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
神
は
わ
た
し
た
ち
に
力
を
与
え
て
、
新
し
い
契
約
に
仕
え
る
者
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
文
字
に
仕
え
る
者
で
は
な
く
、

霊
に
仕
え
る
者
で
あ
る
。
文
字
は
人
を
殺
し
、
霊
は
人
を
生
か
す
」（
日
本
聖
書
教
会
『
新
約
聖
書
』
一
九
五
四
年
改
訳
、
二

八
〇
頁
。
以
下
、『
新
約
聖
書
』）。
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七
七

増
野
は
こ
れ
を
、「
霊
ハ
生
カ
ス　

T
he Spirit giveth Life. 

」
と
記
し
た
の
で
あ
り
、
じ
り
貧
に
落
ち
入
り
そ
う
な
教
勢
の
立

て
直
し
を
目
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
教
会
名
の
変
更
は
新
た
な
伝
道
体
制
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
増
野
は
ケ
ー
ル
ン
と
相
談

し
て
、「
名
ハ
実
ノ
賓
ニ
過
ギ
ズ
」
と
し
て
、
教
会
刷
新
は
そ
れ
ま
で
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
教
会
の
伝
道
姿
勢
を
具
体
的
に
強
化

す
る
よ
う
提
言
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ケ
ー
ル
ン
に
よ
る
一
五
冊
の
小
冊
子
の
作
成
と
普
及
に
よ
る
布
教
活
動
で
あ
っ
た
と

み
て
よ
い
。
病
床
に
伏
す
ま
で
、増
野
は
ケ
ー
ル
ン
の
著
作
と
冊
子
の
刊
行
を
、翻
訳
と
校
正
も
含
め
て
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
［
三

月
五
日
～
四
月
四
日
、
五
月
二
八
・
三
一
日
、
六
月
二
五
日
、
八
月
一
五
日
～
二
一
日
、
九
月
一
三
日
～
二
三
日
］
こ
と
が
『
日
記
』

か
ら
う
か
が
え
る
。
日
本
同
仁
基
督
教
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
ケ
ー
ル
ン
の
著
作
（
キ
リ
ス
ト
教
同
仁
社
団
蔵
）
は
、
編
年
順
に
並
べ

る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

［
小
冊
子
7
］『
同
仁
基
督
教
会
の
要
旨
並
び
に
価
値
』
一
九
〇
九
年
九
月
二
五
日

［
小
冊
子
2
］『
夢
想
と
実
生
活 

勝
利
の
生
涯
』
一
九
〇
九
年
九
月
二
五
日

［
小
冊
子
1
］『
進
歩
的
基
督
教
と
日
本
の
近
代
思
想
』
一
九
一
〇
年
一
月
八
日

［
単
行
本
］ 　
『
日
本
将
来
の
宗
教
』
一
九
一
〇
年
三
月
二
五
日　

日
本
同
仁
基
督
教
本
部

［
小
冊
子
4
］『
基
督
教
徒
と
な
る
の
道
』
一
九
一
〇
年
三
月
二
五
日
（
一
九
一
四
年
に
四
版
）＊

［
小
冊
子
3
］『
活
宗
教
の
要
素
』
一
九
一
〇
年
八
月
二
五
日

［
小
冊
子
9
］『
必
勝
の
教
義
』
一
九
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日

［
小
冊
子
6
］『
思
想
と
品
性
』
一
九
一
二
年
一
二
月
二
八
日

［
小
冊
子
8
］『
忠
君
愛
国
と
基
督
教
』
一
九
一
三
年
一
月
六
日
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八

［
小
冊
子
10
］『
聖
書
の
手
び
き
』
一
九
一
三
年
五
月
一
五
日

［
小
冊
子
5
］『
人
生
の
意
義
及
価
値
』
一
九
一
三
年
六
月
五
日

［
小
冊
子
11
］『
醒
め
よ
常
に
醒
め
よ
』
一
九
一
四
年
六
月
一
五
日

［
小
冊
子
12
］『
神
を
尋
ね
索
む
る
道
』
一
九
一
五
年
二
月
一
一
日

［
小
冊
子
13
］『
神
の
仁
徳
と
悪
の
存
在
』
一
九
一
五
年
三
月
三
〇
日

［
小
冊
子
14
］『
霊
魂
不
滅
論
』
一
九
一
五
年
一
二
月
一
六
日

［
小
冊
子
15
］『
予
が
基
督
者
た
る
を
誇
る
所
以
』
一
九
一
六
年
二
月
一
〇
日

［
単
行
本
］ 　
『
活
け
る
宗
教
の
要
素
』
一
九
一
六
年
一
二
月　

村
田
勤
訳　

日
本
同
仁
基
督
教
会
本
部

（
奥
付
で
、ケ
ー
ル
ン
は
「
日
本
同
仁
基
督
教
会
総
理
」
と
な
っ
て
い
る
。
表
題
は
［
小
冊
子
3
］
と
似
て
い
る
）

＊
『
基
督
教
徒
と
な
る
の
道
』
一
九
一
〇
年
一
一
月
版
に
は
「
松
尾
音
治マ

マ

郎
」
訳
と
あ
る
。

増
野
逝
去
の
五
年
後
、「
ケ
ー
ル
ン
博
士
の
懇
嘱
」
で
『
活
け
る
宗
教
の
要
素
』
を
訳
し
た
村
田
勤
は
「
例
言
」
で
、「
こ
の
書
中

に
は
以
前
予
が
訳
し
た
も
の
も
寡
く
な
い
し
（
中
略
）
予
の
先
輩
で
あ
る
故
増
野
悦
興
氏
を
首
め
と
し
て
、
久
し
く
東
京
同
仁
教
会

の
聖
壇
に
立
た
れ
た
松
尾
音
次
郎
氏
、
日
本
女
子
大
学
校
教
授
な
る
松
浦
政
泰
氏
の
筆
に
な
つ
た
も
の
も
あ
つ
た
。
こ
の
三
氏
は
皆

予
の
同
窓
に
し
て
又
予
の
畏
友
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。『
活
け
る
宗
教
の
要
素
』
は
ケ
ー
ル
ン
の
一
五
冊
の
小
冊
子
を
ま
と
め

た
も
の
で
、
一
〇
年
間
の
布
教
活
動
の
足
跡
で
も
あ
っ
た
。
増
野
の
手
に
な
る
『
吾
徒
の
信
条
』＊

は
ケ
ー
ト
（Isaac W

allace 

Cate, 

一
八
六
二
～
一
九
〇
八
）
か
ら
増
野
、
増
野
か
ら
ケ
ー
ル
ン
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
第
廿
二
号
（
一
九
〇
九
年
）『
日
記
』
の
九
月
二
二
日
「
内
務
省
ヘ
届
及
納
本
出
ス
」・
二
六
日
の
「
平
野
外
十
人
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許
へ
冊
子
出
ス
」
は
、
注
で
『
吾
徒
の
信
条
』
と
考
え
ら
れ
る
と
し
た
の
だ
が
、
ケ
ー
ル
ン
著
『
同
仁
基
督
教
会
の
要
旨
並
び
に
価

値
』・『
夢
想
と
実
生
活 

勝
利
の
生
涯
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
活
け
る
宗
教
の
要
素
』
は
三
編
（
真
理
に
基
づ
く
・
行
為
で
あ
る
・
生
命
を
与
え
る
）、
二
〇
章
か
ら
な
る
同
仁
主
義
（
ユ
ニ
バ
ー

サ
リ
ズ
ム
）
の
主
張
で
あ
る
、
神
は
万
人
の
父
な
る
こ
と
（
第
一
章
）・
救
主
キ
リ
ス
ト
（
第
七
章
）・
四
海
同
胞
（
第
八
章
）・
不

断
の
覚
醒
（
第
一
六
章
）
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ケ
ー
ル
ン
の
主
張
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ズ
ム
の
神
学
論
で
あ
り
、
そ
れ
は
増
野

の
こ
れ
ま
で
の
信
仰
的
実
験
論
、
聖
書
論
、
基
督
論
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
増
野
の
神
学
論
に
つ
い
て
は
『
増
野
悦
興
研
究
』
第
六

章
に
詳
述
し
た
。
増
野
の
神
学
論
と
ケ
ー
ル
ン
の
著
作
と
の
比
較
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

＊
『
吾
徒
の
信
条
』（
日
本
同
仁
基
督
教
会
、
一
九
〇
九
年
九
月
）　

自
由
派
基
督
教
徒
は
理
性
の
独
立
、
霊
的
生
命
、
進
歩
思
想
、

堅
実
な
品
性
、
活
気
あ
る
感
情
を
旗
幟
に
己
と
他
と
を
救
い
、
世
を
宗
教
的
社
会
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
霊
な
る
神
を
信
じ
る
、

神
は
人
類
の
父
で
あ
る
、
人
類
は
同
胞
で
あ
る
、
耶
蘇
基
督
は
理
想
的
人
で
あ
る
、
正
義
人
道
は
最
後
の
勝
利
者
で
あ
る
、
と
し

て
い
る
（『
増
野
悦
興
研
究
』
三
七
四
頁
）。

現
時
点
で
も
米
国
人
宣
教
師
と
増
野
と
の
や
り
取
り
が
記
さ
れ
た
書
簡
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
ケ
ー
ル
ン
と
増
野
に
よ
る

協
同
伝
道
の
詳
細
は
未
解
明
で
あ
る
。
赤
司
道
雄
編
『
同
仁
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
百
年
史
』（
キ
リ
ス
ト
教
同
仁
社
団
、
一
九
九
〇
年

一
〇
月
）
で
は
、
ケ
ー
ル
ン
は
「
カ
ー
ン
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
百
年
史
』
で
は
増
野
悦
興
は
教
派
の
改
名
時
以
外
に
は
出
て

こ
な
い
。
一
九
〇
七
年
一
月
一
三
日
の
ユ
ニ
ヴ
ァ
サ
リ
ス
ト
教
会
（
飯
田
町
）
で
の
説
教
は
赤
司
繋
太
郎
「
神
の
恩
恵
」、
二
月
三

日
が
同
「
需
め
に
称
ふ
能
力
」、
九
月
二
二
日
が
「
耶
蘇
の
人
生
観
」
と
な
っ
て
お
り
、
二
月
三
日
に
増
野
は
成
民
会
で
「
学
問
の

苦
楽
」
を
講
演
し
て
い
る
（
以
上
、『
読
売
新
聞
』）。
一
九
〇
九
年
に
増
野
が
飯
田
町
教
会
主
事
に
就
任
し
、
ユ
ニ
ヴ
ァ
サ
リ
ス
ト

教
会
が
日
本
同
仁
基
督
教
会
と
な
り
、
赤
司
は
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
百
年
史
』
に
増
野
の
名
が
出
て
い
な
い
事
情
だ
と
考
え
ら
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一
八
〇

れ
る
。

ギ
デ
オ
ン
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ケ
ー
ル
ン
は
一
八
五
四
年
八
月
二
四
日
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
コ
ロ
ン
ビ
ア
シ
テ
ィ
に
生
ま
れ
、
一
八

七
九
年
、
二
五
歳
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
カ
ン
ト
ン
神
学
校
を
卒
業
、
タ
フ
ツ
大
学
で
学
び
、
一
九
〇
四
年
に
ブ
フ
テ
ル
大
学
で
神

学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
。
生
涯
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
と
し
て
勤
め
、
一
八
八
一
年
に
結
婚
し
た
妻
ア
ン
ナ
の
病
で

一
時
帰
国
す
る
が
、
日
本
で
は
延
べ
一
〇
年
間
布
教
を
し
た
。
日
本
か
ら
帰
国
後
の
晩
年
に
は
ア
ト
ラ
ン
タ
教
会
［
ア
メ
リ
カ
リ
ベ

ラ
ル
教
会
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
と
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
）］
で
勤
め
た
。
ギ
デ
オ
ン
（
旧
約
聖
書
士
師
記
第
六
章
か
ら
第
八
章
）
は
士
師
、

イ
サ
ク
（
旧
約
聖
書
「
創
世
記
」）
は
太
祖
の
一
人
で
あ
り
、
両
親
も
熱
心
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
で
、
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
系
移
民

の
系
統
と
も
考
え
ら
れ
る
。

肖
像
と
牧
師
と
し
て
の
履
歴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（“K

eir, Gideon Isaac”, H
A

RV
A

RD
 D

IV
IN

IT
Y

 SCH
O

O
L 

LIBRA
RY

, “Gideon Isaac K
eirn”, A

 Journal of T
om

orrow
, “U

niversalist Leader” N
ov. 4, 1922, p. 19

）。

一
八
七
九
～
八
一　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
マ
ウ
ン
ト
ベ
ル
ノ
ン
教
会

一
八
八
一
～
八
三　
　
　

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
フ
ォ
ー
ト
ウ
エ
イ
ン
教
会

一
八
八
三
～
八
七　
　
　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
ノ
ー
ウ
ッ
ド
教
会

一
八
九
一　
　
　
　
　
　

タ
フ
ツ
大
学
で
牧
師
資
格
を
取
得

一
八
九
三
～
九
九　
　
　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
教
会

一
八
九
九
～
一
九
〇
一　

東
京
の
日
本
宇
宙
神
教
教
会
本
部

一
九
〇
三
～
〇
九　
　
　

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
マ
ン
シ
ー
教
会

一
九
〇
九
～
一
七　
　
　

東
京
の
同
仁
教
会
本
部

一
九
一
八
～
二
二　
　
　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
教
会
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一
八
一

本
『
日
記
』
で
の
増
野
と
の
や
り
取
り
を
見
る
と
、

ケ
ー
ル
ン　
　
　

出
状
25　

来
状
18　

訪
問
4　

来
訪
13　

教
会
で
の
説
教
1

ロ
ブ
デ
ル　
　
　

出
状
17　

来
状
10　

訪
問
9　

来
訪
5　

教
会
で
の
説
教
1

ア
ズ
バ
ン　
　
　

出
状
13　

来
状
10　

訪
問
11　

来
訪
1

ハ
ー
サ
ウ
エ
イ　

出
状
2　

来
状
3　

訪
問
2　

来
訪
0

と
な
っ
て
い
る
。
ケ
ー
ル
ン
と
の
書
簡
の
往
復
は
著
作
の
翻
訳
・
出
版
の
関
係
で
、
来
訪
も
多
い
。

ロ
ブ
デ
ル
へ
の
訪
問
が
多
い
の
は
、
静
岡
教
会
へ
の
出
張
に
よ
る
。
東
京
に
来
た
と
き
は
律
儀
に
来
訪
し
て
い
る
。
ロ
ブ
デ
ル
の

名
は
本
『
日
記
』
で
は
ケ
ー
ル
ン
、
安
部
磯
雄
に
次
い
で
多
く
出
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
経
歴
や
活
動
に
つ
い
て
の
詳
細
は
現
時

点
で
は
不
明
で
あ
る
。
ア
ズ
バ
ン
の
日
記
に
は
、
一
九
一
一
年
三
月
一
日
に
、「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
と
ド
イ
ツ
教
会
を
統
一
す
る

問
題
を
協
議
す
る
た
め
、
ラマ

マ

ブ
デ
ル
氏
が
上
京
し
た
」（『
夢
が
実
を
結
ぶ
ま
で
』
一
七
九
頁
）
と
あ
り
、
教
会
の
統
合
問
題
な
ど
も

含
め
て
地
方
で
の
伝
道
活
動
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ア
ズ
バ
ン
と
の
書
簡
の
往
復
は
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
で
の
聖
書
講
義
な
ど
の
関
係
で
あ
る
。

ハ
ー
サ
ウ
エ
イ
は
ア
ズ
バ
ン
か
ら
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
の
奉
仕
活
動
を
引
き
継
い
で
行
く
。

こ
の
四
人
と
増
野
と
の
関
係
を
知
る
う
え
で
は
、ア
ズ
バ
ン
著
『
夢
が
実
を
結
ぶ
ま
で
―
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
二
十
年
の
物
語
』

（
以
下
、『
夢
が
実
を
結
ぶ
ま
で
』）
が
多
少
参
考
に
な
る
。「
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
二
十
年
」
の
記
録
は
ア
ズ
バ
ン
の
思
い
出
と
「
覚

え
書
日
記
」
抄
か
ら
な
る
が
、
来
日
後
薄
幸
な
少
女
た
ち
を
受
け
容
れ
市
民
と
し
て
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
養
育
し
た
人
数
は
八
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一
八
二

〇
名
に
上
っ
て
い
る
。
ア
ズ
バ
ン
ら
ミ
ッ
シ
ョ
ン
委
員
会
の
努
力
で
一
八
九
六
年
に
開
設
さ
れ
た
「
少
女
の
家
」
は
、米
国
人
ブ
ラ
ッ

ク
マ
ー

＊

の
寄
付
を
も
と
に
、
ケ
イ
ト
の
奔
走
で
一
九
〇
三
年
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
と
し
て
小
石
川
区
高
田
老
松
町
に
建
設

さ
れ
た
。
ア
ズ
バ
ン
は
日
本
女
子
大
学
校
で
授
業
を
持
ち
な
が
ら
、
教
会
・
日
曜
学
校
・
美
登
里
幼
稚
園
の
諸
活
動
を
続
け
た
。
一

九
一
三
年
以
降
は
ホ
ー
ム
の
事
務
は
婦
人
宣
教
師
会
が
引
き
継
い
だ
。
増
野
咲
子
が
日
本
女
子
大
学
校
で
教
え
た
の
も
こ
う
し
た
人

間
関
係
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

＊ 

ル
シ
ア
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
（Lucian Blackm

er, 

不
詳
～
一
九
〇
九
）
は
、
ア
ズ
バ
ン
が
休
暇
で
一
時
帰
国
し
た
一
九
〇
〇

年
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
で
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
年
次
総
会
で
出
会
い
、
寄
付
を
申
し
入
れ
た
。
〇
二
年
一
一
月
一
日

の
『
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
』
に
記
事
が
あ
る
と
い
う
が
未
見
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
は
裕
福
で
は
な
か
っ
た
が
、

〇
九
年
に
没
す
る
ま
で
に
六
二
八
二
・
五
ド
ル
の
寄
付
を
行
い
、
六
人
の
娘
を
援
助
し
た
。
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
寄
付
総
額
は

一
三
九
一
七
・
五
ド
ル
で
あ
っ
た
（『
夢
が
実
を
結
ぶ
ま
で
』
一
一
二
頁
）。
増
野
は
こ
こ
で
日
曜
学
校
の
校
長
と
な
り
、
聖
書
講

義
も
続
け
た
。
日
曜
学
校
の
テ
キ
ス
ト
の
一
冊
が
増
野
咲
子
抄
訳
の
『
シ
オ
ド
ル
物
語
』
で
あ
る
。
詳
細
は
『
増
野
悦
興
研
究
』

第
九
章
補
論
（
3
）
に
記
し
た
。

『
夢
が
実
を
結
ぶ
ま
で
』
に
は
ア
ズ
バ
ン
は
じ
め
と
す
る
女
性
宣
教
師
や
同
仁
教
会
に
集
う
人
び
と
が
少
女
た
ち
の
養
育
に
す
べ

て
を
か
け
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
増
野
は
三
カ
所
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
九
〇
六
年
一
〇
月
一
日　
　

増
野
氏
（
初
代
の
牧
師
）
は
、
お
集
り
の
時
間
よ
り
も
早
く
来
訪
さ
れ
た
。

［
こ
こ
で
は
「
赤
司
氏
（
初
期
の
牧
師
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
三
六
頁
］

一
一
月
一
九
日　

﻿

は
な
さ
ん
は
「
我
は
命
の
糧
な
り
」
の
一
節
に
就
い
て
の
増
野
牧
師
の
説
明
に
感
謝
し
た
。
そ



増
野
悦
興
の
晩
年
の
『
日
記
』
と
日
本
同
仁
基
督
教
会
（
二
）﻿

一
八
三

の
一
節
は
、
分
か
ら
な
く
て
困
っ
て
い
た
、
と
彼
女
は
云
っ
た
。
日
本
人
は
ブ
レ
ッ
ド
に
あ
た

る
日
本
語
が
な
い
の
で
、フ
ラ
ン
ス
語
の
パ
ン
を
、ず
っ
と
使
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。［
一
三
九
頁
］

一
二
月
一
七
日　

﻿

増
野
牧
師
は
、
ミ
ス
・
ハ
サ
ウ
エ
イ
と
私
に
、
私
の
留
守
中
は
出
来
る
か
ぎ
り
ミ
ス
・
ハ
サ
ウ

エ
イ
を
助
け
る
と
約
束
し
た
。［
一
四
ニ
頁
］

ち
な
み
に
、
松
浦
政
泰
編
『
世
界
遊
戯
法
大
全
』（
博
文
館
、
一
九
〇
七
年
）
の
「
は
し
が
き
」
に
は
、
情
報
提
供
者
と
し
て
増

野
に
関
わ
り
の
あ
る
麻
生
正
蔵
、
岸
本
能
武
太
、
小
崎
弘
道
、
村
井
知
至
、
村
田
勤
、
高
島
平
三
郎
と
と
も
に
ミ
ス
・
ア
ズ
バ
ン
の

名
が
あ
る
。

一
九
一
〇
年
九
月
一
〇
日
に
「
ケ
ー
ル
ン
博
士
は
軽
井
沢
で
書
い
た
博
士
の
論
文
を
、
私
に
読
ん
で
聞
か
せ
た
。
そ
れ
は
非
常
に

明
快
な
文
で
あ
り
、
母
国
の
仲
間
の
人
々
に
は
興
味
あ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
」［
一
九
一
頁
］
と
あ
る
。
こ
の
論
文
は
『
活
宗
教

の
要
素
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ハ
ー
サ
ウ
エ
イ
は
数
学
の
教
員
で
あ
っ
た
が
ピ
ア
ノ
、
オ
ル
ガ
ン
が
上
手
で
、
希
望
の
生
徒
に
は
教
え
、
同
仁
教
会
の
聖
歌
隊
は

ホ
ー
ム
の
生
徒
で
こ
れ
を
指
導
し
て
い
た
（
井
家
み
つ
「
二
つ
の
礎
石
」［『
ハ
サ
ウ
ェ
ー
先
生
の
思
い
出
』
五
八
頁
］）。
本
『
日
記
』

六
月
三
十
日
の
「
ハ
サ
ウ
エ
イ
（
暇
乞
）」
は
、
一
時
帰
国
し
た
た
め
で
あ
る
（『
夢
が
実
を
結
ぶ
ま
で
』
一
六
〇
～
一
六
一
頁
）。

ケ
ー
ト
夫
人
エ
ラ
・
ケ
ー
ト
（Ella Cate,

不
詳
～
一
九
三
八
）
は
夫
の
死
後
日
本
に
戻
り
、
早
稲
田
大
学
（
主
に
夜
間
に
）＊

な

ど
で
英
会
話
と
演
劇
を
教
え
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
に
関
わ
り
な
が
ら
五
人
の
子
ど
も
の
う
ち
二
人
は
米
国
で
教
育
し
、
三
人
の

子
ど
も
を
養
育
し
た
。
一
九
二
〇
年
に
帰
国
後
、
子
ど
も
た
ち
と
暮
ら
し
三
八
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
メ

ド
フ
ォ
ー
ド
の
タ
フ
ツ
大
学
の
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
活
躍
し
た
ケ
ー
ト
と
ボ
ス
ト
ン
の
エ
マ
ー
ソ
ン
修
辞
学
校
生
だ
っ
た
エ
ラ
・
ス
チ
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一
八
四

ム
ソ
ン
は
ケ
ー
ト
の
日
本
派
遣
と
と
も
に
結
婚
し
、
二
人
は
一
八
八
九
年
に
来
日
し
た
（Ione Chizuko Cate N

elson “Story of 

m
y life in Japan 1906 to 1921”

［
キ
リ
ス
ト
教
同
仁
社
団
蔵
］）。

＊ 

ケ
ー
ト
牧
師
は
一
九
〇
三
年
九
月
～
一
九
〇
八
年
四
月
ま
で
英
語
（
会
話
、
音
読
、
朗
読
法
、
書
取
、
聴
取
）
を
教
え
た
（『
早

稲
田
大
学
百
年
史
』
第
二
巻
、
一
九
八
一
年
、
一
二
〇
六
頁
）。
ケ
ー
ト
夫
人
は
一
九
〇
九
年
九
月
～
一
九
二
〇
年
三
月
ま
で
、

第
一
高
等
予
科
（
政
治
経
済
学
科
）・
同
第
二
（
独
法
科
・
英
法
科
）・
同
第
三
（
文
学
科
）・
同
第
四
（
商
科
）・
高
等
師
範
部
第

一
部
英
語
科
な
ど
で
英
語
（
会
話
、
書
取
、
音
読
）
を
教
え
た
（
同
前
、
四
一
八
・
七
三
四
・
七
五
七
・
一
〇
六
四
・
一
二
〇
六

頁
）。
増
野
は
ケ
ー
ト
牧
師
の
授
業
の
品
位
を
称
え
追
悼
し
て
い
る
（「
逝
け
る
兄
弟
」『
成
民
』
第
一
〇
号
、『
増
野
悦
興
研
究
』

四
四
〇
～
四
四
一
頁
）。
一
九
一
六
年
四
月
二
三
日
に
は
、
文
科
学
生
主
催
の
沙
翁
記
念
祭
で
、
ケ
ー
ト
夫
人
ら
の
「
補
導
」
で

英
語
会
有
志
がA

 M
idsum

m
er N

ight

三
場
とJulius Caesar

三
場
を
講
堂
に
急
増
し
た
舞
台
で
上
演
し
た
（『
早
稲
田
大
学

百
年
史
』
第
二
巻
、
一
〇
六
四
頁
）。

増
野
悦
興
の
日
常
（
二
）

そ
れ
ま
で
も
『
日
記
』
の
見
開
き
頁
最
上
部
に
書
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
増
野
は
年
頭
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
な
り
の
想

い
が
込
め
ら
れ
た
語
を
朱
筆
で
書
き
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、一
九
〇
九
年
「
不
競
不
喧
」、一
〇
年
「
我
殺
」、一
一
年
「
信
忍
勤
」

で
あ
る
。

「
不
競
不
喧
」
は
昨
年
「（
一
）」
の
注
で
記
し
た
が
、
当
時
の
増
野
の
心
境
で
、「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
一
二
章
19
の
「
彼
は

争
わ
ず
、
叫
ば
ず
、
ま
た
そ
の
声
を
大
路
で
聞
く
者
は
な
い
」（『
新
約
聖
書
』
一
八
頁
）
か
ら
の
語
で
、
パ
リ
サ
イ
人
に
対
す
る
イ

エ
ス
の
姿
勢
に
な
ぞ
ら
え
て
、
伝
道
者
と
し
て
神
の
意
志
を
広
め
続
け
た
い
と
の
決
意
と
言
え
よ
う
。

「
我
殺
」
は
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
一
〇
章
39
の
「
自
分
の
命
を
得
て
い
る
者
は
そ
れ
を
失
い
、
わ
た
し
の
た
め
に
自
分
の
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命
を
失
っ
て
い
る
者
は
、
そ
れ
を
得
る
で
あ
ろ
う
」（『
新
約
聖
書
』
一
五
～
一
六
頁
）、
あ
る
い
は
「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
九
章

24
の
「
自
分
の
命
を
救
お
う
と
思
う
者
は
そ
れ
を
失
い
、わ
た
し
の
た
め
に
自
分
の
命
を
失
う
者
は
、そ
れ
を
救
う
で
あ
ろ
う
」（『
新

約
聖
書
』
一
〇
二
頁
）
か
ら
の
語
で
、
己
の
病
を
顧
み
な
い
決
意
で
伝
道
者
で
あ
り
続
け
た
い
と
の
意
志
表
示
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
よ
り
四
年
前
の
一
九
〇
六
年
秋
に
増
野
は
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
で
の
聖
書
講
義
で
、「
哥
前
九
24
－
27
」を
語
っ
て
い
る
。「
一
、

修
養
ノ
第
一
義
ハ
克
己
ニ
在
リ
」「
二
、
克
己
ト
ハ
由
来
消
極
ノ
工
夫
ニ
外
ナ
ラ
ズ
」
と
い
う
内
容
で
、「
修
養
ハ
小
我
ヲ
抑
制
シ
テ

大
我
ヲ
自
由
ニ
働
カ
シ
ム
ル
ノ
謂
ニ
外
ナ
ラ
ズ
」（『
三
十
九
年
秋 

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ホ
ー
ム
』
草
稿
：
木
村
滋
子
蔵
増
野
悦
興
文
書
［
仮

目
録
］
Ｏ
－
１
）
と
記
し
て
い
る
。

「
信
忍
勤
」
は
本
『
日
記
』
一
二
月
の
翌
月
冒
頭
だ
が
、「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
」
一
三
章
7
の
「
す
べ
て
を
忍
び
、
す

べ
て
を
信
じ
、
す
べ
て
を
望
み
、
す
べ
て
を
耐
え
る
」（『
新
約
聖
書
』
二
七
一
頁
）、
あ
る
い
は
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
一
〇

章
22
の
「
ま
た
あ
な
た
が
た
は
、
わ
た
し
の
名
の
ゆ
え
に
す
べ
て
の
人
に
憎
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
後
ま
で
耐
え
忍
ぶ
者

は
救
わ
れ
る
」（『
新
約
聖
書
』
一
五
頁
）」
か
ら
の
語
で
、
肺
患
の
進
行
に
対
し
て
堅
忍
自
重
し
て
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
決
意
の

よ
う
に
思
え
る
。
な
お
、三
年
前
の
一
九
〇
七
年
秋
の
秋
田
教
会
で
の
伝
道
草
稿
で
「
終
ま
で
忍
ぶ
者
は
救
は
る
べ
し
太
十
22
」（『
明

治
四
十
年
秋　

秋
田
伝
道
』
草
稿
［
キ
リ
ス
ト
教
同
仁
社
団
蔵
］）
と
記
し
て
い
る
。
聖
書
が
信
仰
の
基
本
だ
と
し
た
増
野
の
、
最

晩
年
ま
で
聖
書
を
熟
読
し
、
自
身
の
生
き
る
力
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

本
『
日
記
』
に
見
ら
れ
る
増
野
の
日
常
生
活
は
前
年
同
様
に
律
儀
で
、
定
期
的
に
断
髪
［
一
月
七
日
］
を
し
て
い
る
が
、
角
刈
り

に
改
め
た
［
九
月
一
六
日
］
の
は
床
に
臥
せ
る
日
が
増
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
来
状
に
は
ほ
ぼ
返
事
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
静

岡
～
大
阪
伝
道
［
二
月
八
日
～
四
月
五
日
］
の
無
理
か
ら
肺
患
が
進
行
、
五
月
に
は
体
調
を
崩
し
た
［
五
月
三
日
・
八
月
二
七
日
］。

九
月
に
は
疲
労
で
終
日
休
息
す
る
日
が
あ
り
［
九
月
六
日
］、
同
月
一
一
日
に
は
「
向
一
ヶ
年
間
休
養
」
と
記
し
て
い
る
。
同
月
末
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に
は
一
日
三
回
の
検
温
も
始
め
た
［
検
温
記
録
（
九
月
二
九
日
～
一
二
月
二
七
日
）］。
小
久
保
医
師
の
来
診
も
頻
繁
に
な
り
、
異
母

弟
の
増
野
公
平
が
同
居
し
て
看
病
す
る
よ
う
に
な
っ
た［
一
一
月
九
日
］。
教
会
の
仕
事
や
外
部
と
の
交
際
も
病
状
と
と
も
に
減
っ
て

ゆ
く
。
米
国
人
宣
教
師
以
外
の
来
訪
者
や
訪
問
先
、
書
信
の
往
来
は
、
こ
の
年
は
ケ
ー
ル
ン
に
次
い
で
安
部
磯
雄
が
二
番
目
に
多
い
。

安
部
と
増
野
と
の
や
り
取
り
を
見
る
と
、

安
部
磯
雄　
　
　

出
状
34　

来
状
21　

訪
問
2　

来
訪
1

と
な
っ
て
い
る
。
借
金
返
済
の
報
告
も
含
め
て
、
安
部
と
は
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

増
野
の
負
債
整
理
の
た
め
に
、
前
年
の
一
九
〇
九
年
八
月
二
五
日
、
安
部
磯
雄
と
岸
本
能
武
太
が
連
帯
保
証
人
と
な
り
、
小
栗
雄

二
郎
と
い
う
業
者
か
ら
二
六
〇
円
を
月
二
分
の
利
子
で
借
用
し
た
。「
駒
込
」
は
小
栗
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
金
銭
支
出
簿
」
か
ら
す

る
と
、
〇
九
年
に
は
一
五
七
円
（
九
月
か
ら
は
五
七
円
）、
こ
の
年
に
一
二
九
・
五
円
、
翌
年
の
一
一
年
に
は
三
九
・
五
円
、
逝
去
の

前
月
ま
で
に
合
計
三
二
六
円
（『
日
記
』
記
載
分
は
二
二
六
円
）
返
金
し
て
い
る
。
財
政
（
負
債
）
整
理
時
点
で
の
増
野
の
負
債
総

額
は
一
〇
〇
〇
円
に
上
っ
て
い
た
（『
増
野
悦
興
研
究
』
四
五
五
頁
）。「
駒
込
」
以
外
に
も
「
金
銭
支
出
簿
」
に
記
載
は
な
い
が
「
タ

イ
ム
ス
」
と
い
う
業
者
に
二
四
円
（
金
額
記
入
は
な
い
が
三
六
円
）
支
払
っ
て
い
る
。

一
九
〇
九
年
の
総
支
出
が
七
八
九
・
八
四
円
で
、
う
ち
返
金
が
二
九
二
・
六
円
（
五
七
％
）、
生
活
費
な
ど
は
三
四
〇
・
二
四
円

（
四
三
％
）
で
あ
る
。
一
〇
年
は
総
支
出
が
五
五
三
・
八
七
円
で
、
う
ち
返
金
が
一
六
五
・
五
円
（
三
〇
％
）、
生
活
費
な
ど
は

三
八
八
・
三
七
円
（
七
〇
％
）
で
あ
る
。
〇
九
年
の
月
平
均
支
出
が
約
二
八
円
、
一
〇
年
が
三
二
円
で
あ
る
。
そ
の
た
め
生
活
は
切

り
詰
め
ら
れ
て
お
り
、「
金
銭
支
出
簿
」
か
ら
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
無
駄
な
支
出
が
な
い
よ
う
に
、
物
質
的
に
は
厳
し
く
過
ご
し
て
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い
る
。
夏
に
向
け
て
は
「
蚊
帳
」
を
新
調
（
六
月
四
日
）
し
た
り
、「
鼠
入
ラ
ズ
」
を
購
入
（
六
月
二
三
日
）
し
た
り
と
、
庶
民
の

生
活
が
か
い
間
見
え
る
。

不
思
議
な
の
は
こ
の
間
、
妻
咲
子
へ
の
音
信
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
結
核
の
罹
患
を
防
ぐ
た
め
と
は
い
え
、
妻
が

長
男
肇
を
連
れ
て
の
別
居
生
活
を
続
け
た
こ
と
は
、
息
子
に
会
え
な
い
寂
し
さ
も
あ
り
、
少
な
か
ら
ず
病
躯
の
増
野
に
片
意
地
を
張

ら
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
検
温
記
録
」
は
二
カ
月
間
、
こ
れ
も
律
儀
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
午
後
に
三
八
度
を
超
え
た
日
は
四
日
間
（
九
月
三
〇
日
・
一

〇
月
二
七
日
・
一
一
月
七
日
・
一
二
月
二
三
日
）
で
あ
る
。

本
『
日
記
』
第
廿
三
号
（
一
九
一
〇
年
）
で
の
記
載
回
数
（
第
廿
二
号
［
一
九
〇
九
年
］）
の
多
い
人
物
名
・
つ
な
が
り
の
あ
る

人
物
名
と
回
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
病
状
の
悪
化
と
体
力
の
衰
え
も
あ
り
、
交
流
範
囲
と
人
物
と
が
か
な
り
狭
め
ら
れ
て
き
て

い
る
。ケ

ー
ル
ン
66
（
70
）	

安
部
［
磯
雄
］
58
（
79
）	

ロ
ブ
デ
ル
46
（
51
）	

ア
ズ
バ
ン
38
（
57
）

駒
込
36
（
42
）	

藤
原
36
（
7
）	

水
平
［
三
治
］
34
（
23
）	

中
島
［
徳
蔵
］
26
（
11
）

松
尾
［
音
次
郎
］
23
（
14
）	

波
多
野
［
培
根
］
22
（
7
）	
佐
藤
21
（
33
）	

タ
イ
ム
ス
18
（
14
）

小
久
保
［
医
院
］
17
（
2
）	

松
浦
［
政
泰
］
16
（
14
）	
岡
田
［
恒
輔
］
15
（
34
）	

大
熊
12
（
35
）

乙
女
7
（
0
）	

ハ
ー
サ
ウ
エ
イ
6
（
19
）	

村
井
［
知
至
］
6
（
41
）	

［
増
野
］
公
平
6
（
0
）

西
尾
［
幸
太
郎
］
5
（
6
）	

岸
本
［
能
武
太
］
4
（
22
）	

［
増
野
］
自
助
3
（
11
）	

堀
江
［
義
子
］
3
（
18
）

村
田
［
勤
］
3
（
6
）
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今
後
、『
日
記
』
第
廿
四
号
（
一
九
一
一
年
）
の
翻
刻
と
未
解
明
事
項
の
調
べ
を
進
め
た
い
。

翻
刻
に
あ
た
り
、
キ
リ
ス
ト
教
同
仁
社
団
、
石
井
瑠
美
氏
、
児
島
康
夫
氏
、
鈴
木
一
正
氏
、
ハ
ー
バ
ー
ド
神
学
校
図
書
館
、
同
志

社
大
学
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
埼
玉
県
嵐
山
町
立
知
識
の
森
図
書
館
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【
訂
正
】

二
〇
二
一
年
三
月
一
日
発
行
『
同
志
社
談
叢
』
第
四
一
号
の
拙
論
に
左
記
の
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

・
一
六
二
頁　

二
行
目
（
誤
）
適
用　

→　
（
正
）
摘
要

・
一
六
七
頁　

二
行
目
（
誤
）
二
千
百
六
十
九
年　

→　
（
正
）
二
千
五
百
六
十
九
年

・
一
七
〇
頁　

一
〇
行
目
（
誤
）
〇
・
〇
四
％　

→　
（
正
）
〇
・
四
％


